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18歳になったら選挙に行こう!
未来への一票



Q1

今
年
の
春
、
市
外
へ
引
っ
越
し
た
け
ど
ど
こ
で
投
票
す
る

の
？

A1

選
挙
は
、
原
則
と
し
て
住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
で
行
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
春
に
引
っ
越
し
た
場
合
、
今
度
の
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
は
、
新
住
所
地
で
投
票
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
旧
住
所
地
に
３
カ
月
以
上
住
ん
で
い
れ

ば
、
旧
住
所
地
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

Q2

旧
住
所
地
に
行
け
な
い
場
合
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

A2

選
挙
期
間
中
に
旧
住
所
地
に
行
け
な
い
場
合
は
、
不
在
者
投

票
制
度
に
よ
っ
て
投
票
で
き
ま
す
。

Q3

実
際
に
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
所
に
行
っ
た
ら
、
ど

う
い
う
手
順
で
投
票
し
た
ら
い
い
の
？

A3

受
付
で
入
場
券
を
出
す
と
、
選
挙
人
名
簿
に
載
っ
て
い
る
本

人
か
の
確
認
を
受
け
ま
す
。
確
認
が
終
わ
る
と
、最
初
に「
選

挙
区
」
の
投
票
用
紙
を
手
渡
さ
れ
ま
す
。

　
「
選
挙
区
」
で
は
、当
選
さ
せ
た
い
「
候
補
者
の
名
前
」
を
書
き
、

「
選
挙
区
」
の
投
票
箱
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
「
比
例
代
表
」
の
投
票
用
紙
を
手
渡
さ
れ
ま
す
。

　
「
比
例
代
表
」
で
は
、
当
選
さ
せ
た
い
「
候
補
者
の
名
前
」
か

「
政
党
の
名
前
」
を
書
き
、「
比
例
代
表
」
の
投
票
箱
に
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
候
補
者
等
の
名
前
は
、
投
票
所
の
投
票
記
載
所
で
も
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q4

投
票
所
入
場
券
を
持
参
し
な
け
れ
ば
、
投
票
で
き
な
い
の
？

選挙に行こう！
第24回参議院議員通常選挙が行われます
■ 投票日時

（ただし、大井・大田井・阿瀬比・新野西・福井上分・蒲生田・後・椿泊は19:00まで）

７月10日㈰〈伊島投票区は９日㈯〉

７:00～20:00
■ 期日前投票 日時　７月９日㈯まで（ただし、伊島投票区は８日㈮まで）

８:30～20:00
場所　ひまわり会館１階　ロビー

Ｑ

Ａ

選
挙

＆

みんなで徹底しよう「三ない運動」
政治
家は有権者に寄附を

贈らない!
有権
者は政治家に寄附を

求めない!
政治家

から有権者への寄附は

受け取らない!
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A4

入
場
券
は
持
参
す
れ
ば
ス
ム
ー
ズ
に
投
票
を
行
う
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
が
、
持
っ
て
い
な
く
て
も
投
票
で
き
ま
す
。

Q5

投
票
日
に
旅
行
に
行
く
予
定
で
投
票
に
行
け
な
い
け
ど
ど
う

し
た
ら
い
い
の
？

A5

投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
等
の
事
由
で
投
票
に

行
け
な
い
場
合
は
期
日
前
投
票
制
度
が
あ
り
、
期
日
前
投
票

が
で
き
る
期
間
は
、
公
示
日
（
告
示
日
）
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の

前
日
ま
で
で
す
。
投
票
の
方
法
で
、
投
票
日
と
違
う
と
こ
ろ
は
、

受
付
で
宣
誓
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

で
す
。（
当
日
投
票
に
行
け
な
い
事
由
等
を
記
入
。
印
鑑
不
要
。）

Q6

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
選
挙
運
動
は
で
き
る
の
？

A6

平
成
25
年
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
た
選
挙
運
動

が
一
部
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

・
有
権
者
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ブ
ロ
グ
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
動
画
共
有

サ
ー
ビ
ス
、
動
画
中
継
サ
イ
ト
等
）
を
利
用
し
た
選
挙
運
動
が

で
き
ま
す
が
、
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し
た
選
挙
運
動
は
、
引
き

続
き
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
候
補
者
、
政
党
等
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
お
よ
び
電
子
メ
ー
ル

を
利
用
し
た
選
挙
運
動
が
で
き
ま
す
。

・
公
示
日
（
告
示
日
）
前
の
事
前
運
動
や
18
歳
未
満
の
者
の
選
挙

運
動
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q7

投
票
は
満
18
歳
か
ら
で
き
る
と
聞
き
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
に

誕
生
日
を
迎
え
て
い
れ
ば
、
投
票
で
き
る
の
？

A7

満
18
歳
以
上
か
ど
う
か
の
算
定
は
、
投
票
日
時
点
に
お
い
て

行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
投
票
日
の
翌
日
が
満
18
歳
の
誕

生
日
で
あ
る
人
ま
で
選
挙
権
を
有
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
選
挙

で
投
票
す
る
た
め
に
は
、
選
挙
権
を
有
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

未来への一票

18歳になったら
今度の参議院議員通常選挙から選挙制度が変わります

平成27年６月に70年ぶりに選挙年齢が引き下げられ、今度の参議院議員通常選挙から18歳以上の方が
投票できるようになります。また、参議院選挙区選出議員の選挙では、今回から、徳島県と高知県との
合同選挙区による選挙となります。

■ 徳島・高知合区
参議院議員選挙区選出議員の選挙区および定数が変更され、徳島県と高知県は、合区の選挙区となり、
定数４人から２人となりました。

■ 選挙年齢の引き下げ（18歳選挙権）
将来を担う若い世代の声をこれまで以上に政治に取り入れるために、選挙権年齢が20歳以上から、満
18歳以上に引き下げられました。

今回の参議院議員選挙で、市内46投票所のうち一部の投票所において、投票立会人
に１人の新有権者（18歳・19歳）を選任する予定です。

（注）数字は定数です。
３年ごとに半数が改選します。

徳島県　２
高知県　２

改正前

合　区
徳島県＋高知県　２

改正後

問
い
合
わ
せ
は

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
☎
22

－

３
７
９
１
）
ヘ
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春
の
叙
勲

瑞
宝
小
綬
章大津　寛さん

福井町（70歳）

　

大
津
さ
ん
は
、
昭
和
39
年
４
月

に
四
国
地
方
建
設
局
（
現
四
国
地

方
整
備
局
）
に
奉
職
し
て
以
来
、

40
年
の
長
き
に
わ
た
り
建
設
行
政

の
充
実
と
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
11
年
４
月
に
同
局
総
務

部
厚
生
課
長
、
平
成
14
年
４
月
か

ら
は
同
局
総
務
部
調
査
官
、
総
括

調
整
官
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

平
成
16
年
の
退
職
に
至
る
ま
で
、

卓
越
し
た
手
腕
を
も
っ
て
公
共
事

業
を
遂
行
さ
れ
る
な
ど
、
建
設
事

業
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

庄野 利雄さん
柳島町（71歳）

　

庄
野
さ
ん
は
、
昭
和
38
年
に
国

税
庁
に
奉
職
し
て
以
来
、
40
年
余

り
に
わ
た
り
税
務
行
政
事
務
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
11
年
７
月

か
ら
高
松
国
税
局
査
察
第
一
部
門

統
括
国
税
査
察
官
と
し
て
査
察
事

務
に
従
事
さ
れ
、
平
成
14
年
７
月

に
は
高
松
税
務
署
長
と
し
て
、
申

告
納
税
制
度
の
維
持
に
多
大
な
功

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
税
理
士
と
し
て
適
正

な
申
告
と
納
税
に
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。旭

日
小
綬
章荒井 義之さん

那賀川町（77歳）

　

荒
井
さ
ん
は
、
昭
和
34
年
に
現

在
の
東
と
く
し
ま
農
業
協
同
組
合

に
入
組
さ
れ
、
平
成
15
年
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
同
組
合
代
表
理
事

組
合
長
と
し
て
、
管
内
３
カ
所
に

産
地
直
売
所
の
建
設
や
特
産
品
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
な
ど
地
域

農
業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
に
徳
島
県
農

業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
、
平
成

26
年
に
は
全
国
農
業
協
同
組
合
中

央
会
理
事
に
就
任
す
る
な
ど
、
農

協
組
織
の
運
営
や
地
域
医
療
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章荒瀨 左知子さん

富岡町（75歳）

　

荒
瀨
さ
ん
は
、
昭
和
62
年
に
保

護
司
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
29
年

の
長
き
に
わ
た
り
地
域
の
更
生
保

護
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
献

身
的
に
、
時
に
は
母
の
よ
う
に
接

し
な
が
ら
、
細
や
か
な
優
し
さ
と

深
い
愛
情
を
も
っ
て
過
ち
に
陥
っ

た
人
た
ち
の
更
生
を
助
け
る
傍
ら
、

常
に
研
鑽
に
励
ま
れ
、
対
象
者
の

特
性
に
応
じ
た
指
導
力
の
向
上
に

努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
区
保
護
司
会
の
理
事

を
長
年
務
め
ら
れ
、
同
会
の
運
営

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章山川 浅幸さん

見能林町（65歳）

　

山
川
さ
ん
は
、
昭
和
49
年
１
月

に
阿
南
市
消
防
団
に
入
団
さ
れ
て

以
来
、
献
身
的
に
消
防
団
活
動
に

取
り
組
ま
れ
、
平
成
19
年
に
見
能

林
地
区
の
分
団
長
、
平
成
21
年
に

は
阿
南
市
消
防
団
副
団
長
に
就
任

し
、
平
成
27
年
の
退
団
に
至
る
ま

で
そ
の
職
責
を
ま
っ
と
う
さ
れ
ま

し
た
。
41
年
も
の
長
き
に
わ
た
る

活
動
を
通
じ
て
、
積
極
的
に
職
務

執
行
に
あ
た
り
、
安
全
で
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。春

の

褒

章

緑

綬

褒

章阿部 よしこさん
福井町（93歳）

　

阿
部
さ
ん
は
、
平
成
７
年
か
ら

Ｊ
Ｒ
四
国
牟
岐
線
阿
波
福
井
駅
構

内
で
、
毎
日
の
よ
う
に
花
と
樹
木

の
手
入
れ
や
清
掃
に
取
り
組
ま
れ
、

長
き
に
わ
た
り
駅
の
環
境
美
化
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
駅
を
美
し

く
彩
る
花
壇
に
は
、
季
節
ご
と
に

多
種
多
様
な
花
が
植
え
ら
れ
、
Ｊ

Ｒ
利
用
者
や
地
域
住
民
の
目
を

楽
し
ま
せ
る
と
と
も
に
、
駅
の
イ

　平成28年春の叙勲受章者が発表され、本市では次の方々が
受章されました。その他の表彰等と併せてご披露します。
（５月31日発表分まで、掲載のご了解が得られた方を発表順に紹介して

います。一部敬称略）

長年の功績　栄えある受章
おめでとうございます
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メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
も
継
続
し
て
作
業
さ
れ
、

地
域
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

藍

綬

褒

章安井 龍太郎さん
椿泊町（76歳）

　

安
井
さ
ん
は
、
漁
業
に
従
事
さ

れ
る
傍
ら
、
平
成
４
年
に
保
護
司

に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
24
年
の
長

き
に
わ
た
り
地
域
の
更
生
保
護
活

動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
時
に
は
、

漁
船
の
上
で
海
原
を
眺
め
な
が
ら

若
者
の
更
生
活
動
を
行
い
、
穏
や

か
で
温
か
い
人
柄
と
公
平
で
誠
実

な
指
導
に
よ
り
、
過
ち
に
陥
っ
た

人
た
ち
の
更
生
を
助
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
地
域
の
指
導
者
と
し
て

犯
罪
予
防
活
動
や
更
生
保
護
思
想

の
啓
発
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

岡本 武男さん
長生町（70歳）

　

岡
本
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
に
阿

南
市
消
防
吏
員
と
し
て
拝
命
さ
れ

て
以
来
、
約
35
年
の
長
き
に
わ
た

り
地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
べ
く
、
火
災
や
風
水
害
な
ど
の

消
防
活
動
に
献
身
的
に
取
り
組
ま

れ
る
と
と
も
に
、
火
災
予
防
業
務

に
お
い
て
も
、
事
業
所
な
ど
の
許

認
可
や
指
導
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
郷
土
愛
護
と
公
共
福
祉
の

た
め
に
傾
注
さ
れ
た
ほ
か
、
常
備

消
防
の
広
域
化
、
消
防
力
の
拡
充

に
多
大
な
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章敷田 昭明さん

那賀川町（88歳）

　

敷
田
さ
ん
は
、
昭
和
20
年
９
月

に
徳
島
県
に
奉
職
し
て
以
来
、
42

年
余
り
の
長
き
に
わ
た
り
県
行
政

の
発
展
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
57
年
４
月
か
ら
６
年
間
に
わ

た
り
、
地
方
労
働
委
員
会
事
務
局

の
調
整
課
長
、
次
長
を
歴
任
さ
れ
、

厳
し
い
労
働
情
勢
下
で
雇
用
不
安

が
増
大
す
る
な
か
、
持
ち
前
の
的

確
な
判
断
力
を
発
揮
し
、
労
働
委

員
会
に
係
属
さ
れ
る
労
働
争
議
調

整
事
件
の
迅
速
か
つ
適
正
な
処
理

に
貢
献
さ
れ
る
な
ど
、
労
働
委
員

会
の
円
滑
な
事
務
推
進
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

平尾　清さん
椿町（86歳）

　

平
尾
さ
ん
は
、
昭
和
63
年
か
ら

26
年
の
長
き
に
わ
た
り
阿
南
市
傷

痍
軍
人
会
の
理
事
、
副
会
長
、
会

長
を
歴
任
さ
れ
、
平
成
16
年
か
ら

は
徳
島
県
戦
傷
病
者
相
談
員
と
し

て
、
現
在
も
傷
痍
軍
人
の
更
生
援

護
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
16
年
か
ら
26
年
ま

で
徳
島
県
傷
痍
軍
人
会
の
監
事
や

理
事
な
ど
の
要
職
も
務
め
ら
れ
、

会
員
の
福
祉
向
上
や
援
護
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

総
務
大
臣
表
彰島　優德さん

福村町（76歳）

　

島
さ
ん
は
、
平
成
９
年
４
月
に

阿
南
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

委
員
に
就
任
さ
れ
て
以
来
、
19
年

余
り
の
長
き
に
わ
た
り
地
域
の
明

る
い
選
挙
の
啓
発
推
進
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
豊
富
な
知
識
と

卓
越
し
た
経
験
を
も
っ
て
、
平
成

13
年
６
月
か
ら
同
協
議
会
会
長
を

務
め
ら
れ
、
投
票
率
の
向
上
と
明

る
い
選
挙
の
実
現
に
多
大
な
功
績

を
残
さ
れ
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
表
彰

竹治 直樹さん
羽ノ浦町（49歳）

　

竹
治
さ
ん
は
、
小
学
校
教
員
と

し
て
学
校
教
育
の
充
実
と
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
情
熱
を
も
っ

て
児
童
の
指
導
に
取
り
組
ま
れ
、

学
習
指
導
の
工
夫
や
改
善
に
努
め

る
こ
と
で
、
個
に
応
じ
た
学
力
の

向
上
を
図
る
傍
ら
、
意
欲
的
に
自

己
研
鑽
に
励
ま
れ
る
な
ど
、
学
習

指
導
の
充
実
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

消
防
庁
表
彰

「
第
20
回
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
」

■
日
本
防
火
・
防
災
協
会
長
賞

社
会
福
祉
法
人
悠
林
舎
　
障
害

者
支
援
施
設
シ
ー
ズ

　

平
成
13
年
の
開
所
か
ら
10
周
年

を
記
念
し
て
、
平
成
23
年
度
か
ら

防
災
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
「
防
災
に

ふ
れ
あ
う
会
ｉ
ｎ
シ
ー
ズ
」
を
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。
専
門
家
に

よ
る
防
災
講
義
や
起
震
車
体
験
、

合
同
避
難
訓
練
な
ど
を
体
験
す
る

場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
小

学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
の
地
域
住
民
の
防
災
意
識
向

上
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者

阿
南
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
万
華
鏡

徳
島
県
知
事
表
彰

■
徳
島
県
ま
な
ぼ
う
さ
い
活
動
賞

津
乃
峰
小
学
校
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徳
島
県
表
彰

■
個
人
表
彰

秋
本 

喜
久
雄
さ
ん
（
長
生
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
阿
南
市
議
会
議

員
と
し
て
、
地
方
自
治
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

井
原 

英
則
さ
ん
（
那
賀
川
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
太
田
川
土
地
改

良
区
理
事
長
等
と
し
て
、
農
業
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

桑
村 

春
美
さ
ん
（
横
見
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
徳
島
県
日
本
鶏

保
存
会
会
長
等
と
し
て
、
日
本
鶏

の
保
存
な
ど
本
県
養
鶏
産
業
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

河
野 

勝
彦
さ
ん
（
学
原
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
徳
島
県
す
し
飲

食
生
活
衛
生
同
業
組
合
の
役
員
等

と
し
て
、
生
活
衛
生
の
向
上
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
記 

洋
子
さ
ん
（
那
賀
川
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
助
産
師
と
し

て
、
業
務
に
精
励
さ
れ
る
と
と
も

に
、
保
健
衛
生
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

田
神 

弘
義
さ
ん
（
津
乃
峰
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
阿
南
市
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
の
役
員
等
と
し
て
、

納
税
思
想
の
高
揚
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

平
尾 

勲
雄
さ
ん
（
見
能
林
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
阿
南
商
工
会
議

所
会
頭
等
と
し
て
、
商
工
業
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

松
原 

良
明
さ
ん
（
畭
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
阿
南
市
遺
族
連

合
会
の
役
員
等
と
し
て
、
戦
没
者

遺
族
の
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

■
個
人
表
彰
（
寄
附
）

清
原
　
愛
さ
ん
（
長
生
町
）

 

公
共
の
福
祉
の
増
進
に
意
を
用

い
、
進
ん
で
公
益
の
た
め
多
額
の

私
財
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

県

藍

青

賞

■
運
動
競
技

【
グ
ル
ー
プ
・
団
体
】

羽
ノ
浦
中
学
校
　
新
体
操
部
　

平
成
27
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大

会　

第
４
位

【
個
人
】

小
島 

健
太
郎
さ
ん
（
水
泳
・
阿

南
中
３
年
）　

全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季

水
泳
競
技
大
会　

第
３
位

吉
田 

美
優
さ
ん
（
陸
上
・
阿
南

中
２
年
）　

第
46
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会　

第

６
位

中
村 

健
太
郎
さ
ん
（
ホ
ッ
ケ
ー
・

阿
南
工
業
高
等
学
校
３
年
）　

平

成
27
年
度
ユ
ー
ス
（
Ｕ

－

18
）
男

子
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
選
手
日
韓

交
流
戦　

出
場

片
山 

明
莉
さ
ん
（
陸
上
・
鳴
門

渦
潮
高
等
学
校
２
年
）　

第
９
回

日
本
ユ
ー
ス
陸
上
競
技
選
手
権
大

会　

第
８
位

■
指
導
者
等

島
富 

義
之
さ
ん
（
富
岡
西
高
等

学
校
）　

県
高
体
連
卓
球
専
門
委

員
長
や
日
・
中
・
韓
ジ
ュ
ニ
ア
交

流
競
技
会
の
高
校
日
本
代
表
男
子

監
督
を
務
め
る
な
ど
、
高
校
卓
球

界
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

阿
南
市
教
育
功
労
者
表
彰

■
学
校
教
育

　

牧　

逸
馬
・
外
山
永
子
・
細
川

威
典
・
笹
山
敏
樹
・
西
原
正
純
・

林　

義
郎
・
稲
村
健
一
・
𠮷
見
隆

史
・
松
浦
廣
美
・
中
田
光
明
・
西

村
佳
子
・
湯
浅
育
子
・
久
米
宏
美
・

髙
島
三
枝
・
松
田
愛
子
・
樫
原
和

典
・
中
田
み
さ
子
・
岡
久
悦
子
・

岩
佐
公
子
・
川
端
節
子
・
橋
本
敏

子
・
尾
崎
美
野
里
・
道
越
宏
恵
・

林　

正
雄
・
三
宅
光
代
・
富
本
啓

子
・
松
岡
聖
子
・
岩
佐
眞
紀
子
・

吉
田
光
代
・
仲
川
曜
子
・
早

悦

子
・
新
居
和
子
・
宮
本
暁
美
・
岸

本
万
希
子
・
梶
坂
忠
美
・
仁
木
政

子
・
中
西　

康
・
島
村
典
子
・
中

島
美
保
・
橘　

恵
美
・
小
島
健
太

郎
・
吉
田
美
優
・
生
田
琉
海
・
松

坂
玲
奈
・
阿
南
中
学
校
箏
曲
部
・

阿
南
第
一
中
学
校
軟
式
野
球
部
・

羽
ノ
浦
中
学
校
新
体
操
部

■
社
会
教
育

　

仁
木
正
弘
・
三
間
健
史

■
寄
附

　

浮
橋
克
己
・
稲
村
健
一
・
桑
野

川
堤
防
耐
震
対
策
工
事
連
絡
協
議

会
・
西
堀　

幸
・
海
山
家
隆
・
株

式
会
社　

扇
建
設 

　
（
敬
称
略
）

阿
南
市
体
育
功
労
者
・
優
秀
者
表
彰

■
体
育
功
労
者

 

小
坂
敏
春
・
中
田
昌
行
・
西
内

稔
晃
・
山
川　

力
・
杉
山
武
利
・

尾
﨑
智
視
・
甘
利
敏
秋
・
逢
坂
陽

子
・
二
反
田
和
則
・
桑
原　

隆
・

新
居　

惠
・
馬
見
和
秀
・
一
ツ
松

由
至
・
勢
井
文
雄
・
野
口
里
美
・

谷
中
俊
裕
・
中
川
雅
博

■
体
育
優
秀
者
・
団
体

　

銃
剣
道
連
盟
・
陸
上
自
衛
隊
徳

島
駐
屯
地
第
14
施
設
隊
・
日
亜
化

学
工
業
硬
式
テ
ニ
ス
部
・
青
嵐
バ

ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
・
阿
南
第

一
中
学
校
野
球
部
・
那
賀
川
中
学

校
女
子
剣
道
部
・
羽
ノ
浦
中
学
校

新
体
操
部
・
富
岡
東
高
等
学
校
女

子
剣
道
部
・
阿
南
工
業
高
等
専
門

学
校
男
子
弓
道
部
・
阿
南
工
業
高

等
専
門
学
校
女
子
弓
道
部
・
阿
南

工
業
高
等
専
門
学
校
テ
ニ
ス
部
・

武
知
和
一
・
原
田　

葵
・
松
本　

康
・
四
宮
志
鶴
子
・
小
島
健
太

郎
・
林　

理
紗
・
前
川
壽
美
・
紅

露
竹
彦
・
堺　

ヒ
ト
ミ
・
森　

正

記
・
前
川
和
輝
・
品
川
成
美
・
吉

積
沙
瑛
・
北
本
恵
里
奈
・
瀧
根
風

香
・
戸
井
綾
子
・
戸
井
健
治
・
阿

部
貴
司
・
高
石
裕
介
・
松
坂
玲

奈
・
生
田
琉
海
・
吉
田
美
優
・
丸

岡
由
理
奈
・
池
下
大
翔
・
遠
山　

秀
・
折
野
未
歩
・
小
原
宙
久
・
亀

田
翔
矢
・
溝
木
隆
太
・
奥　

荘

介
・
村
口　

巧
・
麻
植
一
輝
・
大

平
祐
生

■
体
育
奨
励
賞

　

羽
ノ
浦
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
・
見
能
林
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
・
阿
南
Ｊ

Ａ
Ｃ
・
阿
南
Ｒ
Ｃ
・
阿
南
第
一
中

学
校
相
撲
部
・
原
田　

紫
・
延
口

愛
咲
・
立
石
迅
一
郎
・
湯
浅
詩

音
・
富
永
実
央
・
西
谷
優
花
・
大

地
彩
加
・
林　

怜
花
・
川
野
優

花
・
井
上
広
大
・
柴　

誠
太
郎
・

花
垣　

陸
・
脇
岡
侑
吾
・
脇
岡
弥

優
・
幾
野
百
々
・
山
川
莉
央
・
前

川
瞬
希
・
南
原
柊
琉
・
中
原
瑠

音
・
山
下
航
汰
・
喜
多
條
叶
聖
・

長
尾
日
向
・
前
田　

豊
・
吉
田
康

晟
・
浅
野
俊
亮
・
小
倉
美
咲
・
新

野
乃
杏
・
島
田
悠
里
・
天
羽
涼

太
・
山
川
敬
博
・
岡
久
怜
央
・
榎

谷
瑠
斗
・
青
木
健
太
郎
・
元
木
一

人
・
福
井
速
斗
・
石
井
嵩
也
・
小

林
璃
々
・
藤
倉
麻
央　

 

（
敬
称
略
）
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阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

二
人
の
天
才 

～

　

今
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
二
人
の
人
物
の
月げ

っ
た
ん
ひ
ょ
う

旦
評

が
、
か
し
ま
し
い
。
秋
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
の

ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
、
ク
リ
ン
ト
ン
氏
か
ト
ラ
ン

プ
氏
か
、
近
年
に
な
い
難
し
い
選
択
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

翻
っ
て
、
今
、
日
本
で
は
も
う
す
で
に
鬼
籍
に

入
っ
た
二
人
の
人
物
が
、
天
才
と
し
て
人
口
に
膾か

い

炙し
ゃ

し
て
い
ま
す
。
一
人
は
「
田
中
角
栄
」。
か
つ

て
政
界
で
は
天
敵
で
あ
っ
た
石
原
慎
太
郎
が
、
政

治
的
な
背
信
と
批
判
さ
れ
る
の
を
覚
悟
し
た
上
で
、

自
分
の
人
間
の
幅
と
視
野
の
狭
さ
を
告
白
し
、
田

中
角
栄
の
先
見
性
に
富
ん
だ
政
治
家
人
生
を
「
い

ず
れ
に
せ
よ
、
私
た
ち
は
田
中
角
栄
と
い
う
未
曾

有
の
天
才
を
ア
メ
リ
カ
と
い
う
私
た
ち
の
年
来

の
支
配
者
の
策
謀
で
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ

た
。
歴
史
へ
の
回
顧
に
、
も
し
も
と
い
う
言
葉
は

禁
句
だ
と
し
て
も
、
無
慈
悲
に
奪
わ
れ
て
し
ま
っ

た
田
中
角
栄
と
い
う
天
才
の
人
生
は
、
こ
の
国
に

と
っ
て
実
は
掛
け
替
え
の
な
い
も
の
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
を
改
め
て
知
る
こ
と
は
、
決
し
て
意
味
の

な
い
こ
と
で
は
あ
り
は
し
ま
い
」（
石
原
慎
太
郎

著
「
天
才
」
よ
り
抜
粋
）
と
述
べ
て
い
ま
す
。
か

つ
て
、
昭
和
を
代
表
す
る
評
論
家
・
大
宅
荘
一

が
「
田
中
角
栄
は
浪
花
節
そ
の
も
の
だ
。
し
か

し
、
彼
が
違
う
の
は
浪
花
節
そ
の
も
の
の
男
で
も
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
指
揮
で
き
る
と
こ
ろ
だ
」
と
そ

の
人
間
性
の
魅
力
と
ス
ケ
ー
ル
を
評
し
て
い
ま
す
。

　

政
治
家
の
評
価
は
功
罪
相
半
ば
し
ま
す
が
、
石

原
慎
太
郎
は
田
中
角
栄
に
、
日
本
人
の
原
点
を
再

発
見
し
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
ま
一
人
の
天
才
、
そ
れ
は
歌
人
・
劇
作
家
・

演
出
家
・
映
画
監
督
…
の
寺
山
修
司
で
す
。
青
森

県
に
生
ま
れ
、
高
校
時
代
か
ら
俳
句
や
短
歌
に
早

熟
な
才
能
を
示
し
、
早
稲
田
大
学
中
退
後
は
、
演

劇
実
験
室
「
天
井
桟
敷
」
を
結
成
。
国
内
で
は
社

会
的
物
議
を
か
も
し
な
が
ら
も
、
国
際
的
に
は
高

い
評
価
を
得
、
海
外
公
演
が
続
く
作
家
で
も
あ
り

ま
し
た
。
１
９
８
３
年
、
持
病
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
の

た
め
47
歳
で
早
世
し
ま
し
た
が
、「
書
を
捨
て
よ
、

町
へ
出
よ
う
」
は
当
時
の
若
者
の
情
熱
の
発
露
の

共
通
語
に
な
り
ま
し
た
。「
涙
は
人
間
の
作
る
い

ち
ば
ん
小
さ
な
海
で
す
」「
こ
う
も
り
傘
は
世
界

で
一
番
小
さ
な
、
二
人
の
た
め
の
屋
根
で
あ
る
」

「
同
じ
鳥
で
も
飛
ば
な
い
鳥
は
、
な
あ
ん
だ
？
そ

れ
は
ひ
と
り
と
い
う
鳥
」
…
。

　

劇
作
家
の
唐
十
郎
は
、
次
の
よ
う
に
寺
山
を
評

し
て
い
ま
す
。「
彼
は
人
生
を
終
わ
り
の
方
か
ら

生
き
よ
う
と
決
意
し
た
詩
人
」
だ
と
。

　

今
の
時
代
は
、
天
衣
無
縫
の
天
才
の
出
に
く
い
、

息
苦
し
い
時
代
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

身
元
調
査
を
許
さ
な
い
取
組
の

一
環
と
し
て
、
本
人
通
知
制
度

に
登
録
し
ま
し
ょ
う

　

本
人
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
等
が

不
正
請
求
・
不
正
取
得
さ
れ
、
身

元
調
査
に
つ
な
が
る
人
権
侵
害
が

全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

本
人
通
知
制
度
に
事
前
登
録
を
し

て
、
自
分
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
自

分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　
▼
制
度
に
つ
い

て
は　

市
民
生
活
課
（
☎
22

－

１

１
１
６
）
へ
▼
人
権
に
か
か
わ
る

こ
と
に
つ
い
て
は　

人
権
・
男

女
参
画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）、

市
人
権
教
育
協
議
会
事
務
局
（
☎

22

－

３
３
９
２
）
へ

わ
な
猟
免
許
取
得

補
助
金
申
請
の
受
付

対
象　
次
の
条
件
に
全
て
該
当
す

る
方

・
阿
南
市
に
住
所
を
有
す
る
方

・
平
成
28
年
度
内
に
わ
な
猟
免
許

を
新
た
に
取
得
す
る
方

・
わ
な
猟
免
許
取
得
後
、
狩
猟
者

登
録
を
行
い
、
有
害
鳥
獣
駆
除

業
務
に
従
事
す
る
方

補
助
金
額　
６
５
０
０
円
（
講
習

会
受
講
料
相
当
額
）

定
員　
20
人
（
申
込
順
に
受
付
）

申
請
期
限　
平
成
29
年
２
月
24
日

㈮申
請
方
法　
申
請
書
（
農
林
水
産

課
備
え
付
け
）
に
必
要
書
類
を
添

付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

①
わ
な
猟
狩
猟
者
登
録
証
の
写
し

②
補
助
対
象
と
な
る
講
習
会
受
講

料
領
収
証
の
写
し

③
有
害
鳥
獣
駆
除
業
務
に
従
事
す

る
旨
の
誓
約
書

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
農
林

水
産
課
（
☎
22

－

１
５
９
８
）
へ

阿
南
市
物
産
館
・
観
光
案
内
所

オ
ー
プ
ン
２
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
開
催

日
時　
７
月
３
日
㈰　

午
前
10
時

～
午
後
４
時

場
所　
阿
南
市
物
産
館
（
阿
南
光

の
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
内
）

内
容　
▼
ビ
ン
ゴ
大
会　

午
前
11

時
～
、午
後
３
時
～
（
賞
品
あ
り
）

▼
か
き
氷
無
料
配
布
（
先
着
３
０

０
人
）
▼
Ｌ
Ｅ
Ｄ
工
作
体
験
・
竹

人
形
工
作
体
験
（
有
料
）

※
当
日
、
あ
な
な
ん
と
風
船
匠

じ
ょ
に
ぃ
も
や
っ
て
来
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
阿
南
市
物
産
館

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
物
産
館

（
☎
24

－

３
１
４
１
）
へ
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平
成
28
年
度
国
民
年
金
保
険
料

免
除
申
請
を
７
月
か
ら
受
付

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が「
免
除
」ま
た
は「
猶

予
」
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
申
請
に
は
所
得
要
件
が
あ

り
、
本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯

主
（
50
歳
未
満
の
方
が
対
象
の
納

付
猶
予
は
本
人
お
よ
び
配
偶
者
）

の
前
年
所
得
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 　

平
成
28
年
度
分
（
平
成
28
年
７

月
分
か
ら
平
成
29
年
６
月
分
ま

で
）
の
免
除
申
請
を
７
月
１
日
㈮

か
ら
受
付
し
ま
す
。

※
過
年
度
分
の
免
除
申
請
は
、
過

去
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
申
請
が
で
き
ま
す
。

申
請
時
に
必
要
な
も
の　
年
金
手

帳
、
印
鑑
、
本
人
確
認
書
類

※
退
職
（
失
業
）
し
た
こ
と
を
確

認
で
き
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
ま
た
は
離
職
票
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

　

現
在
お
持
ち
の
「
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
」
の
有
効
期
限

は
７
月
31
日
㈰
で
す
。
８
月
１
日

㈪
以
降
は
、
７
月
中
に
送
付
す
る

新
し
い
被
保
険
者
証
（
オ
レ
ン
ジ

色
）
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
後
期
高
齢
者
医
療
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
の
有
効
期
限
も
７
月
31
日

㈰
で
す
。
平
成
27
年
度
の
認
定
証

を
お
持
ち
の
方
で
平
成
28
年
度
も

住
民
税
非
課
税
世
帯
と
確
認
で
き

た
方
に
は
７
月
中
に
新
し
い
証
を

送
付
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
保
険
料
の
決
定

通
知
を
８
月
初
旬
に
送
付
し
ま

す
。
納
付
書
で
お
支
払
い
た
だ
く

方
に
は
、納
付
書
も
同
封
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

８
０
６
４
）
へ

長
時
間
野
球
大
会

出
場
者
募
集

　

午
前
９
時
～
翌
日
の
午
後
９
時

ま
で
の
間
、
チ
ー
ム
を
リ
レ
ー
し

て
試
合
を
行
う
長
時
間
野
球
大
会

に
出
場
す
る
チ
ー
ム
お
よ
び
選
手

を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
市
内
の

各
野
球
連
盟
に
所
属
す
る
チ
ー
ム

は
連
盟
を
通
じ
て
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

日
程　
８
月
27
日
㈯　

午
前
９
時

～
28
日
㈰　

午
後
９
時

※
出
場
す
る
時
間
は
大
会
主
催
者

が
調
整
し
決
定
し
ま
す
。
１
チ
ー

ム
の
出
場
時
間
は
１
時
間
程
度
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

場
所　
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ

ジ
ア
ム

参
加
資
格　
小
学
３
年
生
以
上
の

男
女
。
市
外
に
住
所
の
あ
る
選
手

の
申
込
み
を
歓
迎
し
ま
す
。

持
参
物　
野
球
の
で
き
る
服
装
と

シ
ュ
ー
ズ
（
つ
め
の
ス
パ
イ
ク
は

禁
止
）、
グ
ロ
ー
ブ

※
野
球
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
お
持
ち

の
方
は
な
る
べ
く
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の

着
用
と
ア
ッ
プ
シ
ュ
ー
ズ
の
使
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

参
加
費　
無
料

申
込
締
切
日　
７
月
31
日
㈰

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
野
球

の
ま
ち
推
進
課(

☎
22

－

１
２
９

７)

へ

市営住宅入居者募集

◆申込資格等　次の①～④のすべてに該当する方
①阿南市に住民登録または勤務地を有し、持家がないなど居住

に困っていると認められる方
②同居しようとする親族がいること。ただし、婚約者の場合は、

入居を指定した日から３カ月以内に結婚し、同居できる方に
限ります。

③政令で定める収入基準を満たす方
④申込者および同居する親族が暴力団員でないこと

◆申込みに必要な書類　
①市営住宅使用申込書（住宅・建築課備え付け）
　※申込書には押印が必要。
②入居希望者全員の住民票
③収入を証する書類（所得課税証明書、源泉徴収票（給与支払

明細書）など）
④婚約中の方は、婚約が証明できる書類

◆入居者の選定方法　
①受付時に書類審査を行います。書類に不備がある場合は受け

付けできません。
②書類審査後、希望する住宅を１つ選んでいただきます。
③各住宅で募集戸数を超える申込みがある場合は、抽選により

決定します。
④不正な申込み等が発見された場合は、当選資格を取り消しま

す。また、申込み後、入居までに同居親族の変更（出産、死
亡を除く）または婚約者が変わった場合は、その申込みを無
効とします。

◆受付日時　７月７日㈭、８日㈮　9:00～17:00
◆抽選日  ７月21日㈭、22日㈮　※抽選がある場合のみ
◆入居予定日　９月１日㈭

※家賃、敷金、収入基準など条件・制約がありますので、くわ
しくは、お問い合わせください。

問い合わせは　住宅・建築課（☎22−3431）へ

＜一般募集住宅＞　

住　宅　名 所　在　地 戸　数 間　取

中　川　原 横見町中川原 ２ ２ＬＤＫ

中　川　原 横見町中川原 １ ２ＤＫ

橘 橘町幸野 ２ ３ＤＫ

高　　田 福井町森 １ ３ＤＫ

次の市営住宅への入居者を募集します。
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公務員として、高い志を持って市民と共に考え行動する人、自ら考え責任を持ってチャレンジする人を求めます!

申込期間　７月20日㈬～８月４日㈭

申込方法　人事課備え付けの「試験申込書」に必要事項をご記入のうえ、人事課へお申込みください。（試験案
内・申込書は７月１日㈮以降にお渡しします。ただし、土曜日および日曜日は除きます。）
試験案内・申込書の郵送を請求される場合は、封筒に「試験申込書請求」と朱書きし、宛先を明記し
た返信用封筒（120円切手を貼ったＡ４サイズのもの）を必ず同封のうえ、〒774-8501　阿南市富
岡町トノ町12番地３　阿南市企画部人事課へ請求してください。なお、試験案内および申込書等は
阿南市ホームページ「採用情報募集」からもダウンロードできます。
また、郵送で申込みする場合は、定型（長形３号：12㎝×23.5㎝程度の大きさ）の封筒に宛先を明
記のうえ、392円分の切手を貼付し、必ず「書留郵便」でお申込みください。（８月４日㈭消印のも
のまで有効です。）

平成29年度採用予定　阿南市職員を募集します

注　意　①試験申込みの受付は、申込期間内にて行います。
②申込書に記載漏れ、写真、返送用封筒等の不備があった場合は受験申込みの受付ができない場合がありますので、時間に余裕をもっ

て申込んでください。
③消防職員を受験される方は、体力検査も実施します。欠席された場合は失格扱いとなります。

試 験 区 分 採用予定人員 受　　　験　　　資　　　格
上級行政事務職員 12人程度 昭和56年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた者。

初級行政事務職員 ５人程度 昭和60年４月２日から平成11年４月１日までに生まれた者。ただし、学校教
育法による４年制大学において、２年を超えて在籍した者は受験できません。

上級土木技術職員 ３人程度 昭和56年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた者で、土木工
学に関する専門課程を履修した者。

初級土木技術職員 ２人程度
昭和60年４月２日から平成11年４月１日までに生まれた者で、土木工学
に関する学科又は専門課程を修了（見込み含む）の者。ただし、学校教育
法による４年制大学において、２年を超えて在籍した者は受験できません。

建 築 技 術 職 員 １人程度 昭和56年４月２日以降に生まれた者で、２級建築士免許以上を有する
者又は建築工学に関する学科若しくは専門課程を修了（見込み含む）の者。

保 育 士 10人程度
昭和56年４月２日以降に生まれた者で、保育士資格及び幼稚園教諭免
許の両方を有する者又は平成29年３月31日までに保育士資格及び幼稚
園教諭免許の両方を取得する見込みの者。

幼 稚 園 教 諭 ３人程度
昭和56年４月２日以降に生まれた者で、幼稚園教諭免許及び保育士資
格の両方を有する者又は平成29年３月31日までに幼稚園教諭免許及び
保育士資格の両方を取得する見込みの者。

職 務 経 験 者
【保　育　士】 ５人程度 昭和56年４月２日以降に生まれた者で、保育士資格及び幼稚園教諭免許

の両方を有しており、保育所（園）等での保育の実務経験が５年以上ある者。
職 務 経 験 者
【幼稚園教諭】 ２人程度 昭和56年４月２日以降に生まれた者で、幼稚園教諭免許及び保育士資

格の両方を有しており、幼稚園等での保育の実務経験が５年以上ある者。

保育所給食調理員 １人程度 昭和56年４月２日以降に生まれた者。ただし、学校教育法による４年
制大学卒業者は受験できません。

学校給食調理員 ２人程度 昭和56年４月２日以降に生まれた者。ただし、学校教育法による４年
制大学卒業者は受験できません。

上 級 消 防 職 員 ３人程度 昭和56年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた者。採用後は、
市内に居住することを必要とします。

初 級 消 防 職 員 ２人程度
昭和60年４月２日から平成11年４月１日までに生まれた者。ただし、
学校教育法による４年制大学において、２年を超えて在籍した者は受験
できません。採用後は、市内に居住することを必要とします。

第一次試験日は、 全職種　９月18日㈰　
消防職員を受験される方は、９月25日㈰に体力検査を実施します。

問い合わせは　人事課（☎22－1112）へ
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国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

限
度
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

　

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

は
、
有
効
期
限
が
７
月
31
日
㈰
で

す
。
８
月
以
降
も
認
定
証
が
必
要

な
方
は
、
交
付
申
請
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
限
度
額
等
の
支
払
い
に

つ
い
て

　

70
歳
未
満
の
方
は
、
医
療
機
関

の
窓
口
で
「
限
度
額
認
定
証
」
を

提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費

（
１
カ
月
ご
と
）
の
支
払
金
額
が
、

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
住
民
税
が
非
課
税
世

帯
の
場
合
は
、
入
院
時
の
食
事
代

も
あ
わ
せ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

70
歳
以
上
の
方
は
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
場
合
に
、「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
提
示
す
る
こ
と
で
、
自
己
負
担

限
度
額
や
入
院
時
の
食
事
代
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

受
付
開
始
日　
７
月
１
日
㈮ 

申
請
に
必
要
な
も
の　
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番
号
通

知
カ
ー
ド
、
来
庁
さ
れ
る
方
の
本

人
確
認
書
類

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、

入
院
時
の
領
収
書
ま
た
は
証
明
書

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

「
市
税
等
口
座
振
替
済
通

知
書
」の
廃
止
に
つ
い
て

　

市
税
等
を
口
座
振
替
に
よ
り
納

付
さ
れ
て
い
る
方
に
「
口
座
振
替

済
通
知
書
」
を
発
送
し
て
い
ま
し

た
が
、
経
費
削
減
お
よ
び
省
資
源

化
の
観
点
か
ら
、
平
成
29
年
度
よ

り
「
口
座
振
替
済
通
知
書
」
の
送

付
を
廃
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
は
お
手
元
の
預
貯
金
通
帳
へ

の
記
帳
に
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
市
税
等
口
座
振
替
済
通
知
書
」

を
廃
止
す
る
科
目

①
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

②
軽
自
動
車
税
（
車
検
の
必
要
な

軽
自
動
車
は
、
引
き
続
き
「
口
座

振
替
済
通
知
書
兼
納
税
証
明
書
」

を
送
付
し
ま
す
。）

③
固
定
資
産
税

④
国
民
健
康
保
険
税（
普
通
徴
収
）

⑤
介
護
保
険
料

⑥
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

問
い
合
わ
せ
は

①
②
③
④
は
納
税
課
（
☎
22

－

１

７
９
２
）
へ

⑤
は
介
護
・
な
が
い
き
課
（
☎
22

－

１
７
９
３
）
へ

⑥
は
保
険
年
金
課
（
☎
22

－

８
０

６
４
）
へ

臨
時
福
祉
給
付
金
の

受
付
終
了
に
つ
い
て

　

臨
時
福
祉
給
付
金
（
高
齢
者
向

け
給
付
金
）
の
受
付
期
限
が
８
月

１
日
㈪
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
申
請
書
を
提
出
さ
れ
て

い
な
い
給
付
金
対
象
者
の
方
は
、

お
早
め
に
同
封
の
返
信
用
封
筒
に

て
福
祉
課
ま
で
郵
送
し
て
い
た
だ

く
か
、
市
役
所
新
庁
舎
１
階
「
臨

時
福
祉
給
付
金
窓
口
」
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
福
祉
課
（
☎
22

－

１
５
９
２
）
へ

督
促
状
の
発
行
に
つ
い
て

　

納
期
限
ま
で
に
市
税
を
納
付
さ

れ
な
か
っ
た
方
に
は
、
法
令
に
基

づ
き
、
納
期
限
か
ら
20
日
以
内
に

督
促
状
を
発
行
し
、
督
促
手
数
料

（
１
０
０
円
）
を
徴
収
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

税
金
は
納
期
内
納
付
が
原
則

で
、
納
期
限
が
過
ぎ
た
場
合
は
督

促
状
の
作
成
や
発
送
等
に
経
費
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
経
費
を
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
に
も
納
期
内
納

付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
納
税
課
（
☎
22

－

１
７
９
２
）
へ

マイナンバーカード（個人番号カード）を申請さ
れている方で、４月までに申請された方について
は、カードが作成されています。受け取りについ
ては、すでにはがきで「個人番号カード交付・電
子証明書発行通知書」をお送りしています。交付
通知書が届いている方は、お早めに受け取りにお
越しください。
４月までに申請されている方で、通知書が届いて
いない方や、紛失された方は、事前に市民生活課
へお問い合わせください。※受け取りの日時は、
あらかじめ電話で予約をお願いします。

【休日受け取り窓口について】
現在、マイナンバーカードの受け取りについては、
土・日（第３を除く）・祝日も、窓口を開設して
いますが、８月からは、日曜日（第３を除く）の
みに変更します。ご注意ください。

予約・問い合わせは　市民生活課（☎22−1116）へ

マイナンバーカードを申請されている方へ

子育て・介護で、なかなか外に働きに出たいけど出てい
けない。そんな風に悩んでいる方、時間や場所にとらわ
れないテレワークを使った自分らしい働き方を一緒に考
えてみませんか。お子さま連れ、幅広い年代の方、大歓
迎です。
対象　市内在住の女性
日時　７月22日㈮　10:00～12:00
場所　富岡公民館 1 階　和室
定員　先着10人　　参加費　無料
申込方法　住所、氏名、年齢、電話番号、お子さま連れ
の場合はお子さまの年齢を記入のうえ、電話、ファクス
またははがきでお申込みください。
申込期間　７月８日㈮～20日㈬（当日消印有効）
※いただいた個人情報は目的以外に使用しません。
申込み・問い合わせは　〒774-8501　富岡町トノ町12番地3
男女共同参画室（☎22−7401・FAX22−4785）へ

ささゆり通信第 82 号

女性のための働き方
ワークショップ参加者募集

情
報
公
開
･
個
人
情
報
保
護

制
度
の
施
行
状
況
の
内
容

　

平
成
27
年
度
の
施
行
状
況
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

情報公開・個人情報保護の施行状況 　（単位：件）

開示
請求

処理
件数

　処理の状況
公開率開示 部分

開示 不開示 不存在

情報公開 30 30 7 19 0 4 100％

個人情報 8 8 4 2 0 2 100％

公開率（%）＝　 開示件数＋部分開示件数　 ×100
　　　 処理件数－不存在件数

問
い
合
わ
せ
は　

行
政
情
報
課

（
☎
28

－

９
８
８
５
）
へ

農
地
中
間
管
理
事
業
の
募
集

　

農
業
経
営
の
効
率
化
を
進
め
る

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約

化
を
進
め
る
た
め
、
農
地
中
間
管
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情
報
公
開
･
個
人
情
報
保
護

制
度
の
施
行
状
況
の
内
容

　

平
成
27
年
度
の
施
行
状
況
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

情報公開・個人情報保護の施行状況 　（単位：件）

開示
請求

処理
件数

　処理の状況
公開率開示 部分

開示 不開示 不存在

情報公開 30 30 7 19 0 4 100％

個人情報 8 8 4 2 0 2 100％

公開率（%）＝　 開示件数＋部分開示件数　 ×100
　　　 処理件数－不存在件数

問
い
合
わ
せ
は　

行
政
情
報
課

（
☎
28

－

９
８
８
５
）
へ

農
地
中
間
管
理
事
業
の
募
集

　

農
業
経
営
の
効
率
化
を
進
め
る

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約

化
を
進
め
る
た
め
、
農
地
中
間
管

理
機
構
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
て

農
地
を
貸
し
出
し
た
い
方
や
農
地

の
借
受
け
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

７
月
か
ら
９
月
末
ま
で
に
公
益
財

団
法
人
徳
島
県
農
業
開
発
公
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
ま
た
は
市
農
林

水
産
課
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
（
公
財
）
徳
島

県
農
業
開
発
公
社
（
☎
０
８
８

－

６
２
４

－

７
２
４
７
）
ま
た
は
農

林
水
産
課（
☎
22

－

１
５
９
８
）へ

市
内
事
業
所
の
経
営
者・

管
理
者
の
皆
さ
ま
へ

　

本
市
で
は
、
差
別
落
書
き
等
の

防
止
の
た
め
に
公
共
施
設
や
量
販

店
の
ト
イ
レ
な
ど
の
定
期
的
な
巡

視
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

各
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

人
権
を
ふ
み
に
じ
る
悪
質
な
落
書

き
等
を
防
ぐ
た
め
に
、
ト
イ
レ
や

人
通
り
の
少
な
い
箇
所
等
の
定
期

的
な
点
検
を
実
施
し
、
ト
イ
レ
な

ど
は
常
に
明
る
く
、
清
潔
感
あ
ふ

れ
る
も
の
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
頃
か
ら
落
書
き
し
に
く
い
状
況

を
つ
く
る
な
ど
の
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。

差
別
落
書
き
を
発
見
し
た
ら

　

万
が
一
、
人
権
を
侵
害
す
る
よ

う
な
内
容
の
落
書
き
な
ど
を
発
見

し
た
時
は
、
そ
の
場
で
消
去
せ
ず
、

で
き
る
だ
け
早
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

人
権
教
育
課

（
☎
22

－

３
３
９
２
）
ま
た
は
人

権
・
男
女
参
画
課
（
☎
22

－

３
０

９
４
）
へ

都
市
計
画
才
見
町
旭
越
山・

落
雷
裏
地
区
計
画（
素
案
）

の
説
明
会
お
よ
び
公
聴
会
等

に
つ
い
て

　

才
見
町
旭
越
山
地
区
の
約
４
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
お
い
て
職
住
近
接
型

の
地
区
計
画
策
定
の
説
明
会
お
よ

び
公
聴
会
等
を
開
催
し
ま
す
。

説
明
会
日
時　
７
月
６
日
㈬　

午

後
７
時
～

説
明
会
場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
２

階　

21
世
紀
室

公
聴
会
日
時　
７
月
26
日
㈫　

午

後
２
時
～
５
時

公
聴
会
場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
２

階　

研
修
室
う
め

※
公
述
申
出
の
申
請
は
７
月
21
日

㈭
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
く
わ
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

素
案
の
縦
覧　
７
月
６
日
㈬
～
20

日
㈬
に
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で
縦

覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
（
☎
22

－

１
５
９
６
）
へ

公
共
下
水
道
受
益
者
負

担
金
の
納
付

　

平
成
28
年
度
の
納
付
書
は
８
月

上
旬
に
受
益
者
に
発
送
し
ま
す
。

　

納
付
対
象
は
、
分
割
払
い
で
納

付
さ
れ
て
い
る
方
や
平
成
27
年
７

月
以
降
供
用
開
始
に
な
っ
た
土
地

で
、
納
付
猶
予
を
受
け
ら
れ
て
い

た
方
な
ど
で
す
。

納
期　
８
月
、
11
月
、
２
月

口
座
振
替
の
手
続
き　
口
座
振
替

（
分
割
払
い
の
み
）
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
次
の
金
融
機
関
に
「
口

座
振
替
依
頼
書
」
を
備
え
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
７
月
15
日
㈮
ま
で

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

阿
波
銀
行
、
徳
島
銀
行
、
四
国
銀

行
、
高
知
銀
行
、
阿
南
信
用
金
庫
、

四
国
労
働
金
庫
、
阿
南
農
業
協
同

組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
阿
南
市

内
各
店
舗

問
い
合
わ
せ
は　
下
水
道
課
（
☎

22

－

１
７
９
６
）
へ

救急医療情報キットとは、高齢者の方が緊急連絡先や
かかりつけの病院、持病などの情報を記入したシート
を専用の容器に入れ、自宅の冷蔵庫に保管しておくこ
とで、万一の緊急時に備えるものです。119番通報で
駆けつけた救急隊員がキットの情報を確認することに
より、適切かつ迅速な処置が可能となり、ご家族への
連絡もスムーズに行えるようになります。
配付の対象となる方　
▶ひとり暮らしの65歳以上の高齢者
▶65歳以上の高齢者のみの世帯の方
▶日中、１人になることがある65歳以上の高齢者
※配付は１世帯に１個です。
申請および配付の方法　申請窓口で申請書にご記入いただくと、その場で
キットをお渡しします。申請書の記入に印鑑は不要です。
申請窓口　介護・ながいき課、各支所、各住民センター、各高齢者お世話セ
ンター
※救急医療情報キットを既にお持ちの方で、救急医療情報シートの内容に変

更があった方は、新しい内容に書き換えておいてください。
問い合わせは　介護・ながいき課（☎22−1793）へ

救急医療情報キットの配布
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阿
南
警
察
署
だ
よ
り

夏
の
海
、
河
川
等
に
お
け
る
水
難

事
故
の
防
止

　

気
温
の
上
昇
に
よ
り
、
水
辺
で

レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
方
が
増
加
す

る
一
方
、
毎
年
水
難
事
故
に
よ
り

尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
る
の
も
こ

の
時
期
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
水

難
事
故
は
ひ
と
た
び
発
生
す
る
と

命
の
危
険
に
直
結
し
や
す
い
こ
と

か
ら
、
水
辺
で
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽

し
む
際
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
、

水
難
事
故
を
防
が
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

悲
し
い
事
故
を
未
然
に
防
い
で
、

楽
し
い
思
い
出
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

あぶない ! こんなに事故が
交通
事故

件　数
死　者
負傷者

211件（998）
0人（    2）
34人（133）

救急 件　数
搬送人員

262件（1,421）
258人（1,384）

火災 件　数
損害額

1件（  17）
0千円（6,596千円）

●阿南署管内平成28年５月分合計。カッコ内は１月からの累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

●教育長報告
　①各学校からの校長ヒアリングについて
　②アクティブ・ワン・プロジェクト事業選考について
　③こころのプロジェクト「夢の教室」開催について
　④「赤ちゃん授業」開催について
　⑤園・学校訪問について
●学校評議員の委嘱について（学校教育課）
●学校訪問について（学校教育課）
●阿南市社会教育委員の委嘱について（生涯学習課）
●阿南市学校給食審議会委員の委嘱について（学校給食課）
●阿南市図書館協議会委員の委嘱について（阿南図書館）
※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。
問い合わせは　教育委員会総務課（☎22−3299）へ

５月定例会（５月24日開催）で、次の内容
について審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

■展示コーナー　10:00～20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○縫い物サークル作品展　～３日㈰まで
○みんなの夏　５日㈫～18日㈷
○野球のまち阿南関連グッズ展示　20日㈬～31日㈰
■体験コーナー

○しじみがきんぎょに！　９日㈯　14:00～15:30
【申込締切日】７日㈭　　【参加費】300円　
【定員】5人　　【持参物】なし
○楽しくプリザーブドフラワーアレンジ
10日㈰　13:00～15:00
【申込締切日】８日㈮　　【参加費】2,500円
【定員】10人　　【持参物】なし

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ（☎24−3141）へ

光 のまちステーションプラザ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！

７月の催し

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

○野球のまち阿南 第２回少年野球全国大会
　22日㈮　15:00～　開会式　

JAアグリあなんスタジアム
　23日㈯　9:00～　１回戦　

JAアグリあなんスタジアムほか３会場
　24日㈰　9:00～　２回戦・準々決勝　

JAアグリあなんスタジアムほか１会場
　25日㈪　9:00～　準決勝・決勝　

JAアグリあなんスタジアム
○阿南市高校野球新人交流戦　２日㈯、３日㈰　　
○壮年夜間大会
　４日㈪、６日㈬、７日㈭、11日㈪、13日㈬、
　14日㈭、25日㈪、27日㈬
○県中学総体
　９日㈯、16日㈯、17日㈰、18日㈷、21日㈭
○プライドジャパン甲子園県予選　10日㈰
○マスターズ甲子園徳島大会　30日㈯、31日㈰
○四国アイランドリーグPlus公式戦
　31日㈰　18:00～　徳島対高知

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアム

７月の日程

日時　７月30日㈯　13:20開会
場所　文化会館１階　ホール
演題　差別をしない社会づくりについて
　　　−部落問題を中心に−
講師　関西大学人権問題研究室委嘱研究員
　　　宮前千雅子さん
※託児あり（要申込み：７月21日㈭まで）
※駐車台数が限られていますので、乗り合わせにご協力ください。
問い合わせは　人権・男女参画課（☎22−3094）へ

同和問題講演会
●おいしいアイスコーヒーの入れ方
コーヒーに興味のある方、ちょっとしたコツでおいしいコー
ヒーを楽しみましょう。
日時　７月12日㈫　19:00～20:30
定員　15人　参加費　300円（コーヒーのおみやげ付き）
講師　好岡 祐さん（BLUE　SPOON）申込締切日　７月５日㈫
●自分でできるハンドケア＆カラーリング
何かと目に止まる指先をお洒落してみよう。
日時　７月15日㈮、22日㈮、29日㈮、８月５日㈮（全４回）

19:00～21:00
定員　８人　　参加費　1,000円（材料費）
講師　岡久未央さん　持参物　ハンドタオル、フェイスタオル
申込期限　定員に達し次第締切
〈共通事項〉
場所　勤労青少年ホーム
対象　市内に居住または職場を有する35歳までの勤労青少年

（学生を除く）※当ホーム未登録者は、入会費1,000円が必要
申込み・問い合わせは　勤労青少年ホーム（☎42−4572）へ
※受付時間は土、日、祝日を除く13:00～20:00

勤労青少年ホーム短期講座受講者募集
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阿南市文化会館と阿南市情報文化センターを管理する

「指定管理者」を募集
公の施設の管理については、平成15年６月に地方自治法（昭和22年法律第67号）の改正
により、効果的・効率的な管理運営による住民サービスの向上と経費の縮減を図ることを
目的として指定管理者制度が導入されました。
このことから、次の公立文化施設について、平成29年４月１日から指定管理者制度を導
入します。

【業務内容】　
両館の管理運営業務。詳細は募集要項をご覧ください。

【募集要項】
募集要項などの資料は、７月25日㈪から文化振興課で配布します。市ホームページの新着
情報からも入手できます。

【応募資格】
県内に事務所を置く、または置こうとしており一般競争入札の参加を制限されていないなど
の条件に適合する法人やその他の団体。個人の応募はできません。詳細は募集要項をご覧く
ださい。

【候補者・指定管理者の決定】
候補者は11月下旬ごろに決定する予定です。決定後、市議会の議決を経て指定管理者を決
定します。

【応募方法・問い合わせは】
９月１日㈭～14日㈬に下記まで所定の書類を提出してください。
阿南市富岡町西池田135番地１
文化振興課（阿南市文化会館内）

（☎22－1798）　e-mail:kyoubun@city.anan.tokushima.jp

【施設名等】

施設名：阿南市文化会館
所在地：富岡町西池田135番地1

施設名：阿南市情報文化センター
所在地：羽ノ浦町中庄上ナカレ16番地３
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熊本地震発生から約１カ
月後の５月13日から17
日までの間、関西広域連
合徳島県支援チーム第10
陣として、熊本県益城町
で支援活動に従事した。
私たち10陣は益城町保健福祉センターで避難所運
営業務を担当したが、避難者が約300人程度いる中
で、中心として対応すべき益城町の職員が避難所に
１人しか配置されていなかったので、避難所運営や
災害対応で発生する業務の対処が全く追いついてい
ない状況だった。
一方、徳島県は南海トラフ巨大地震の襲来が想定さ
れ、地震にくわえて津波が予想されていて、熊本地
震以上の被害を受ける可能性がある。災害発生に備
え、その対策は多々考えられるが、今回の熊本での
活動を通じ最も大事な対策の一つとして確信したこ
とは、市民一人ひとりが地域住民として日頃から地
域活動に積極的に参加し、近隣住民とのコミュニ
ケーションを図っておくことである。
地域とのつながりが普段からあれば、今後発生が予
想されている南海トラフ巨大地震が発生したとき
も、近所どうしで助け合うことができる。避難所で
の生活に移った時にも、「避難してきた方がどんな
方か」「生活する上で配慮が必要な方なのか」がす
ぐにわかる。災害が発生し、行政の支援が入った時
に、「この避難所には何人いてその内配慮が必要な
方は何人」等という情報があれば行政側の対応も変
わる。行政の支援活動を行う上で、避難所にどんな
人がいるかという情報が最も重要な情報になる。
そして、避難所も災害が発生してしばらくは行政等
の支援が入るが、それも長く続けられるわけではな
い。行政等の運営支援が終わってからは地域による
自主運営になるので、そういう時に避難所運営に関
しても高い見識を有する防災士の資格を持っている

人 が、 地 域 で リ ー
ダーシップを取って
いる人と共同して避
難所を運営してもら
うとより良い避難所
運営ができるのでは
ないかと思った。

熊本県を中心に九州を襲った地震は、各地に深い爪痕を
残した。一連の地震で震度７の揺れに二度襲われた益城
町では、死者21人、全壊、半壊、一部損壊家屋は9,965
棟という甚大な被害が発生。避難者は一時、住民の約３
分の１に当たる11,260人に上り、地震発生から１カ月
が経過してもなお、3,000人が避難所での生活を余儀な
くされていた。
私たちは、５月13日から５日間、徳島県職員とともに
益城町保健福祉センターで避難所運営支援を行った。そ
こで知ったのが、避難所運営の難しさである。
約300人が身を寄せていた同センターでは、生活環境の
改善と避難者による自主運営への移行が課題となってい
た。避難所運営には４県の職員が支援に当たっていたが、
肝心の町職員は１人しか配置されておらず、課題を解決
していける十分な裁量が現場になかったという。調整役
を担っていた徳島県の職員は、「町や県がしっかり現場
を指揮し、現状と対策を示してくれないと、支援職員だ
けで課題を解決するには限界がある」と残念がっていた。
東日本大震災を経験した私たちは、「もう “ 想定外 ” は
許されない」と地震・津波への防災対策を根本から見直
した。あれから５年、忘れる間もなく発生した今回の地
震は、観測史上初めて震度７を連発するなど、極めて活
発で異例づくしの推移をたどり、改めて「想定外」は起
こり得ることを思い知らされた。人知の及ばないのが自
然の力ではあるが、そこは冷静に南海トラフ巨大地震へ
の備えを考えてみたい。
今、被災地では不眠不休の対応が続けられているが、そ
の取組を看過してはいけない。町であれ市であれ、同じ
自治体であれば災害対応に大差はなく、今回、被災自治
体が直面した問題は本市でも起こり得るからである。そ
の一つ一つを検証することで本市の防災対策の強化に生
かせないだろうか。震度４を超える揺れや長期にわたる
避難所運営などの経験のない私たちが、学ぶべきことは
今、熊本にあると強く感じている。

帰りの車窓、至るところで
“ くまモン ” のイラストを目
にした。県民が徹して利用し
ようとする姿勢がうかがえ
る。“ くまモン ” で一つにな
れる熊本県民の底力を信じ、
一日も早いまちの復興を心
から祈っている。

平成28年熊本地震

被災地支援活動からのメッセージ
熊本、大分両県の地震被害で、本市では「阿南市地震被災地支援対策本部」を
設置し対応にあたっています。被災地支援活動では、関西広域連合徳島県支援
チームの一員として熊本県上益城郡益城町で避難所運営や家屋被害認定、健康
相談などに従事し、それぞれ３日から５日間現地で支援活動を行っています。
支援活動に従事した職員に被災地で感じたこと学んだことを綴ってもらいました。 阿南市職員出発式のようす

支援活動に従事

倒壊した家屋 ミーティングのようす

支援活動を通し、あらためて地域活動の大切さを実感
防災対策課　主事　宮本優輔

学ぶべきことは今、熊本にある。
企画政策課　主査　山田博文
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夏休みの催し

日程　〈就学前年長児・小学 1年生〉
７月25日㈪～28日㈭
〈小学２・３年生〉
８月１日㈪～４日㈭
〈小学４・５・６年生〉
８月８日㈪～10日㈬

時間　9:30～11:30
　　　※年長、小学１年生は11:00まで　
場所　富岡公民館２階　ホール
参加費　無料　
定員　各教室50人程度
　　　※応募者多数の場合は抽選
申込方法　往復はがきの往信面に、①学校
名②学年③児童名（ふりがな）④性別⑤住
所⑥引率者名⑦電話番号、返信面に①住所
②保護者の氏名を記入のうえ、教育研究所
に送付してください。
申込締切日　７月15日㈮（消印有効）
問 〒774-8501　富岡町トノ町12番地3
　 教育研究所（☎22－3395）へ

夏休み子ども
英語教室

対象　市内在住の方で、泳ぐことができな
いまたは10m程度泳げる小学生（幼児は
対象外）とその親
場所　スポーツ総合センター温水プール
日時　７月29日㈮　  9:30～11:30
　　　　　30日㈯　10:00～11:00
　　　　　31日㈰　10:00～11:00
　　　８月  5日㈮　10:00～11:30
　　　　　  6日㈯　10:00～11:30
　　　　　  7日㈰　10:00～12:30
参加費　無料　※入泳料（大人500円、子
ども300円）が毎回必要です。
定員　60組（先着）
申込期間　７月22日㈮まで
　　　　　※受付は平日9:00～17:00
問 スポーツ振興課（☎22－3394）へ

親と子の水泳教室
参加者募集

対象　小・中学生　
場所　阿南図書館３階　視聴覚室
　　　※飲み物は各自で用意してください。

《作成会》　７月24日㈰　9:30～12:00　
持参物　はさみ、のり、筆記用具
申込締切日　７月21日㈭

《名付け会》　８月26日㈮　9:30～15:30
持参物　採集標本、付せん、はさみ、
　　　　筆記用具
※先着順で名付けを行います。
※事前の申込みは不要です。
問 教育研究所（☎22－3395）へ

植物標本作成会
採集標本名付け会

開催日程
７月23日㈯ 9:00～12:00
８月  6日㈯、  7日㈰　  9:00～12:00
　　20日㈯、21日㈰　  9:00～12:00
　　27日㈯、28日㈰　13:00～16:00
場所　Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫（大潟町）
利用料金　
カヌー・ヨット１艇　200円／時間
ローボート１艇　300円／時間　など
※準備の都合上、事前にご予約をお願いし
ます。
※天候や潮の状況等により、開催できない
場合もありますのでご了承ください。
問 スポーツ振興課（☎22－3394）へ

カヌー、ヨット
を体験しよう！

期間
北の脇海水浴場
　７月１日㈮～８月25日㈭
淡島海水浴場
　７月１日㈮～８月20日㈯
※下記の期間、交通規制にご協力ください。
７月15日㈮～８月14日㈰　10：00～16：30
問 商工観光労政課（☎22－3290）へ

海水浴場オープン

北の脇海水浴場・淡島海水浴場

阿南の夏まつり

７
月
22
日
㈮
▼
24
日
㈰

22日㈮  17:00～  開幕パレード（阿南駅前スタート）
  18:30～  開幕セレモニー（牛岐城趾公園）
  阿波踊り大会（牛岐城趾公園ほか）
23日㈯  18:30～  阿波踊り大会（牛岐城趾公園ほか）
24日㈰  20:00～  花火大会（浜の浦公園）

※会場周辺で、小型無人機「ドローン」等の飛行は自粛してください。
問 商工観光労政課（☎22－3290）へ

通行止め　18:30～22:30（踊り時）
7月22日㈮～24日㈰

通行止め　19:30～21:30（花火時）

市役所

富
岡
橋

桑野川

市内小学生を対象に、主任児童委員が主催
する「夏休みクッキー教室」を次のとおり
行います。
日時　８月７日㈰　9:15～12:30
場所　ひまわり会館３階　グルメルーム
持参物　エプロン、三角巾、ハンカチ、
　　　　マスク
募集人員　市内小学生50人（先着順）
申込方法　はがきに①名前（ふりがな）②性

別③学年④住所⑤電話番号を記
入のうえ、お申込みください。（電
話でのお申込みはできません）

申込締切日　７月７日㈭（当日消印有効）
※当日は、保護者の方が必ず送迎してください。
問 〒774-0021 津乃峰町戎山125番地69
　 主任児童委員　原田利明
（☎090－3187－4452）へ

夏休み子ども
クッキー教室

◆那賀川Ｂ＆Ｇ海洋センタープール（平島
小学校西側）※乳幼児用プールはありません。
開放期間　７月23日㈯～８月31日㈬　
開放時間　平日　13:00～16:00
　　　　　土、日、祝日　9:00～16:00
休館日　毎週月曜日
※ただし、月曜日が祝日の場合は翌平日
利用料金　小・中学生200円、
　　　　　高校生以上300円
※就学前の幼児は無料ですが、付き添いの
方は料金が必要です。
※団体等で利用される場合は、事前にお問
い合わせください。
※天候やイベントの実施などの都合により、
開放時間等が変更になる場合があります。

◆親と子の水泳教室開催に伴う、サンアリ
ーナ温水プールの一般開放時間の変更

変更日時
７月29日㈮、８月５日㈮、６日㈯、７日
㈰は12:00～21:00へ
７月30日㈯、31日㈰は11:30～21:00へ
問 スポーツ振興課（☎22－3394）へ

プールを
ご利用ください

15　広報 あ な ん 2016.07



検診項目 実施時期 実　　　　施　　　　場　　　　所 検 診 結 果

肝炎ウイルス
（Ｂ型Ｃ型）

７月～９月

市内医療機関
（阿南共栄病院は未実施です。）

医療機関の医師に
結果を聞きに出向
いてください。前立腺がん

胃がん

阿南中央病院、天羽クリニック、生野外科胃腸科、岩城クリニック、
王子製紙㈱富岡診療所、健生阿南診療所、島内科眼科医院、玉真病院、富永医院、
原田病院、板東医院、廣瀬医院、益崎胃腸科内科医院、松﨑内科医院、三谷内科、
宮本病院、村上内科外科医院、和田胃腸科内科医院
阿南中央病院は金曜日の午前に実施。※要予約（☎23−6303）

保健センターから
個人通知します。
（結果通知は、１
カ月以上かかるこ
とがあります。）

乳がん
（2 年に１回）

７月～９月
天羽クリニック、木下産婦人科内科医院、是松医院、三谷内科、村上内科外科医院、
森本内科胃腸科

医療機関から個人
通知します。

７月～
平成29年３月

阿南共栄病院、阿南中央病院
阿南共栄病院は月曜日～金曜日の午前に実施。※要予約（☎44−3131）
阿南中央病院は火曜日、金曜日に実施。※要予約（☎23−6303）

子宮頸がん
（2 年に１回）

７月～
平成29年３月

阿南共栄病院、木下産婦人科内科医院、森本内科胃腸科
阿南共栄病院は月曜日、水曜日の午後に実施。※要予約（☎44−3131）

大腸がん
10月１日～
12月15日

市内医療機関
医療機関の医師に
結果を聞きに出向
いてください。

市外の指定医療機関でも受診できます。
希望される方は、問診票が必要ですので保健センターへお問い合わせください。

市外の指定医療機関でも受診できます。
希望される方は、問診票が必要ですので保健センターへお問い合わせください。

がん検診に持っていくもの
① がん検診の受診券
	（６月末に対象の方に郵送しているはがき）

② 健康保険等被保険者証
③ 自己負担金
④ 健康手帳 （持っている方）

▲がん検診の受診券です

※検診結果については、阿南市の保健事業に有効利用する以外は使用しません。

問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ

●対象となる方●
子宮頸がん検診　※平成27年４月２日～平成28年４月１日の間に20歳に達した女性

※平成23年～平成27年の間に阿南市の子宮頸がん検診を受診したことがない方で、
平成27年４月２日～平成28年４月１日の間に25・30・35・40歳に達した女性

乳がん検診　　　※平成27年４月２日～平成28年４月１日の間に40歳に達した女性
※平成23年～平成27年の間に阿南市の乳がん検診を受診したことがない方で、平成
27年４月２日～平成28年４月１日の間に45・50・55・60歳に達した女性

HPV検査　　  ※平成27年４月２日～平成28年４月１日の間に30・35・40歳に達した女性
  ※検査方法等くわしくは無料受診券をご参照ください。

「がん検診無料クーポン券・HPV検査無料受診券」を６月末ごろに発送します。

を
受
診
し
ま
し
ょ
う

早
期
発
見

が
ん
検
診

平成28年度

検診内容と自己負担金
検診項目 検診の内容 対　　象

自己負担金

個別検診 集団検診

肝炎ウイルス
（Ｂ型Ｃ型）

血液検査

40歳以上で今まで
受けていない方 1,000円 600円

前立腺がん 55歳以上の男性
1,000円

高齢受給者、後期高齢者
医療制度加入者は500円

胃がん

胃部Ｘ線検査のみ（前
日の22:00以降は飲ん
だり食べたりしないで
ください。）

40歳以上の方 2,900円 900円

乳がん
（2 年に１回）

視触診とマンモグラフ
ィ併用検診 40歳以上の女性 無料　 マンモグラフィのみ

の検診です　無料

子宮頸がん
（2 年に１回）

視診・内診・子宮頸部
の細胞診 20歳以上の女性 無料　 無料　

大腸がん 便潜血反応

40歳以上の方

1,100円 500円

肺がん
胸部Ｘ線検査・たんの
細胞診検査（必要な方）

Ｘ線　200円、
喀痰検査該当者

500円

歯周疾患
歯と歯ぐきの隙間の深
さを測る検査 無料　

骨粗しょう症 Ｘ線検査（腕部） 20歳以上の女性 800円

※高齢受給者、後期高齢者医療制度加入者、阿南市国民健康保険加入者の方は被保険者証等をお持ちくだ
さい。胃がん・肺がん・大腸がん・子宮頸がん・乳がん・骨粗しょう症検診が無料になります。また、
市民税非課税世帯、生活保護世帯の方も無料となりますので検診の受付でお申し出ください。

※医療機関で行う検診です。（診療時間内）
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検診項目 実施時期 実　　　　施　　　　場　　　　所 検 診 結 果

肝炎ウイルス
（Ｂ型Ｃ型）

７月～９月

市内医療機関
（阿南共栄病院は未実施です。）

医療機関の医師に
結果を聞きに出向
いてください。前立腺がん

胃がん

阿南中央病院、天羽クリニック、生野外科胃腸科、岩城クリニック、
王子製紙㈱富岡診療所、健生阿南診療所、島内科眼科医院、玉真病院、富永医院、
原田病院、板東医院、廣瀬医院、益崎胃腸科内科医院、松﨑内科医院、三谷内科、
宮本病院、村上内科外科医院、和田胃腸科内科医院
阿南中央病院は金曜日の午前に実施。※要予約（☎23−6303）

保健センターから
個人通知します。
（結果通知は、１
カ月以上かかるこ
とがあります。）

乳がん
（2 年に１回）

７月～９月
天羽クリニック、木下産婦人科内科医院、是松医院、三谷内科、村上内科外科医院、
森本内科胃腸科

医療機関から個人
通知します。

７月～
平成29年３月

阿南共栄病院、阿南中央病院
阿南共栄病院は月曜日～金曜日の午前に実施。※要予約（☎44−3131）
阿南中央病院は火曜日、金曜日に実施。※要予約（☎23−6303）

子宮頸がん
（2 年に１回）

７月～
平成29年３月

阿南共栄病院、木下産婦人科内科医院、森本内科胃腸科
阿南共栄病院は月曜日、水曜日の午後に実施。※要予約（☎44−3131）

大腸がん
10月１日～
12月15日

市内医療機関
医療機関の医師に
結果を聞きに出向
いてください。

市外の指定医療機関でも受診できます。
希望される方は、問診票が必要ですので保健センターへお問い合わせください。

市外の指定医療機関でも受診できます。
希望される方は、問診票が必要ですので保健センターへお問い合わせください。

▲

ひまわり会館等 胃
が
ん

肺
が
ん

肝
炎
ウ
イ
ル
ス

前
立
腺
が
ん

大
腸
が
ん

歯
周
疾
患

特
定
健
診

受 付 時 間
月　日 実  施  場  所
７月29日㈮ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○

8:00～11:00

８月23日㈫ 椿泊漁協 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○
９月  6日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
27日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10月  1日㈯ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○
  4日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
29日㈯ 橘公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○

11月12日㈯ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○
  19日㈯ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○

12月13日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年
1月31日㈫

ひまわり会館 ○ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ 8:00～11:00
長生公民館 ╳ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ 13:00～14:00
桑野公民館 ╳ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ 15:00～16:00

2月28日㈫
ひまわり会館 ○ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ 8:00～11:00
宝田公民館 ╳ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ 13:00～14:00
大野公民館 ╳ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ 15:00～16:00

☆検診の受付は予約者が優先されます。☆
※各検診日の２週間前までに要予約　総合健診センター（☎088－678－3557）
※予約した方には各検診日の１週間前までに各種問診票、採便容器が自宅に届きます。
※大腸がん検診は電話で予約した方のみです。なお、上記の検診日以外は採便容器の提出はできません。

集団検診 ※各施設でバスなどで行う検診で、
　検診結果は約1カ月後に郵送されます。

胃がん・肺がん等の検診

午　前 午　後▲

ひまわり会館等
受付　9:00～10:00  13:00～14:30

乳

が

ん

 

（
30
人
） 

骨
粗
し
ょ
う
症

乳

が

ん

 

（
40
人
） 

骨
粗
し
ょ
う
症

子
宮
頸
が
ん月　日 実  施  場  所

８月20日㈯ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ ○
31日㈬ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○

９月14日㈬ ひまわり会館　 ○ ○ ○ ○ ╳
10月20日㈭ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ╳
11月  8日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ╳

20日㈰ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○
12月  4日㈰ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ ○

6日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ╳
平成29年１月24日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ╳
※乳がん検診のみ要予約　保健センター（☎22−1590）

婦人がん検診

検診内容と自己負担金
検診項目 検診の内容 対　　象

自己負担金

個別検診 集団検診

肝炎ウイルス
（Ｂ型Ｃ型）

血液検査

40歳以上で今まで
受けていない方 1,000円 600円

前立腺がん 55歳以上の男性
1,000円

高齢受給者、後期高齢者
医療制度加入者は500円

胃がん

胃部Ｘ線検査のみ（前
日の22:00以降は飲ん
だり食べたりしないで
ください。）

40歳以上の方 2,900円 900円

乳がん
（2 年に１回）

視触診とマンモグラフ
ィ併用検診 40歳以上の女性 無料　 マンモグラフィのみ

の検診です　無料

子宮頸がん
（2 年に１回）

視診・内診・子宮頸部
の細胞診 20歳以上の女性 無料　 無料　

大腸がん 便潜血反応

40歳以上の方

1,100円 500円

肺がん
胸部Ｘ線検査・たんの
細胞診検査（必要な方）

Ｘ線　200円、
喀痰検査該当者

500円

歯周疾患
歯と歯ぐきの隙間の深
さを測る検査 無料　

骨粗しょう症 Ｘ線検査（腕部） 20歳以上の女性 800円

※高齢受給者、後期高齢者医療制度加入者、阿南市国民健康保険加入者の方は被保険者証等をお持ちくだ
さい。胃がん・肺がん・大腸がん・子宮頸がん・乳がん・骨粗しょう症検診が無料になります。また、
市民税非課税世帯、生活保護世帯の方も無料となりますので検診の受付でお申し出ください。

▲

ＪＡ各支店等 胃
が
ん

肺
が
ん

肝
炎
ウ
イ
ル
ス

前
立
腺
が
ん

歯
周
疾
患

特
定
健
診

受付時間
月　日 実  施  場  所
７月  4日㈪ ＪＡあなん北部支店 ○ ○ ○ ○ ○

８:30～9:30

11日㈪ 那賀川公民館 ○ ○ ○ ○ ○
８月  5日㈮ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○
22日㈪ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○

９月30日㈮ 加茂谷総合センター ○ ○ ○ ○ ○
10月  3日㈪ アグリあなん ○ ○ ○ ○ ○

21日㈮ ＪＡあなん南部支店 ○ ○ ○ ○ ○
31日㈪ ＪＡあなん阿南支店 ○ ○ ○ ○ ○

11月  4日㈮ 加茂谷総合センター ○ ○ ○ ○ ○
14日㈪ ＪＡあなん新野支店 ○ ○ ○ ○ ○

12月12日㈪ ＪＡあなん大野事業所 ○ ○ ○ ○ ○
16日㈮ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ ○
19日㈪ ＪＡあなん椿事業所 ○ ○ ○ ○ ○

※ＪＡ各支店等での検診は、混雑する可能性があります。
※当日受診者多数の場合は、がん検診につきましては、お断りすることがありますのでご了承ください。

※医療機関で行う検診です。（診療時間内）個別検診
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「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」の　
　

対
応
に
つ
い
て

　

４
月
14
日
、
16
日
に
熊
本
地
方
を
震
源
と

す
る
「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」
が
発
生
し
、

熊
本
県
お
よ
び
大
分
県
の
各
地
で
広
範
囲
に

わ
た
り
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
地
震
に
よ
り
、
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
謹
ん
で
お
祈
り
す
る
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
心
か
ら

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
は
、「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」
の
被

災
地
を
支
援
す
る
た
め
の
庁
内
組
織
と
し
て
、

４
月
18
日
に
「
阿
南
市
地
震
被
災
地
支
援
対

策
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
情
報
の
一
元
化
を

図
る
と
と
も
に
、
支
援
策
等
に
つ
い
て
検
討

し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
被
災
地
へ
の
義
援
金
に
つ
い
て
は
、

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
共
同
に
よ
り
、

市
内
19
カ
所
の
公
共
施
設
に
募
金
箱
を
設
置

し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
あ
な
ん
等
で

募
金
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
皆
さ

ま
方
に
ご
協
力
を
賜
り
、
５
月
末
時
点
で
、

85
万
７
４
８
８
円
の
義
援
金
を
、
中
央
共
同

募
金
会
等
を
通
じ
ま
し
て
被
災
地
に
お
送
り

し
ま
し
た
。
ま
た
、
支
援
物
資
は
、
本
市
が

備
蓄
し
て
い
る
水
・
毛
布
・
非
常
食
等
を
準

備
し
、
要
請
が
あ
り
次
第
、
直
ち
に
発
送
で

き
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
人
的
支
援
に
つ
い
て
は
、
九
州
地

方
知
事
会
か
ら
関
西
広
域
連
合
を
通
じ
て
徳

島
県
に
対
し
職
員
の
派
遣
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
徳
島
県
で
は
、
県
と
市
町
村
が
一
体
と

な
り
被
災
地
の
支
援
を
行
い
、
県
か
ら
市
長

会
を
通
じ
て
本
市
に
職
員
の
派
遣
依
頼
が
あ

り
、
５
月
中
旬
か
ら
職
員
を
熊
本
県
益
城
町

へ
、
順
次
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
益
城
町
支
援
チ
ー
ム
第
10

陣
お
よ
び
第
18
陣
の
一
員
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
２
人
の
行
政
職
員
が
避
難
所
運
営
支
援
業

務
等
に
従
事
し
、
ま
た
、
家
屋
被
害
認
定
支

援
チ
ー
ム
第
４
陣
の
一
員
と
し
て
、
建
築
士

資
格
を
持
つ
職
員
２
人
が
家
屋
被
害
認
定
業

務
に
従
事
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
保
健
師

チ
ー
ム
第
11
班
お
よ
び
第
13
班
の
一
員
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
１
人
の
保
健
師
が
避
難
所
に

お
け
る
健
康
相
談
や
家
庭
訪
問
に
よ
る
健
康

調
査
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
災
害
支
援
お
よ
び
派
遣
の
要
請

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
速
や
か
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復

興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

長
野
県
上
田
市
、阿
南
町
と
の

交
流

　

５
月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
で
阿
南
市
を

大
き
く
取
り
上
げ
た
「
鶴
瓶
の
家
族
に
乾

杯
」
と
「
東
日
本
大
震
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス

ポ
ー
ツ
で
我
が
町
に
夢
を
！
」
が
全
国
放
送

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
鶴
瓶
の
家
族
に
乾
杯
」
は
、
同
時
間
帯

で
は
視
聴
率
第
１
位
を
記
録
し
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、「
ス
ポ
ー
ツ
で
我
が
町
に
夢
を
！
」

は
、
野
球
を
産
業
と
し
て
位
置
づ
け
た
阿
南

市
独
自
の
取
組
が
、
地
域
活
性
化
の
好
事
例

と
し
て
全
国
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
、
野
球

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
力
を
与
え
て

く
れ
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
良
い
流
れ
に
乗
る
か
た
ち
で
、

６
月
11
日
か
ら
長
野
県
上
田
市
と
同
県
下
伊

那
郡
阿
南
町
に
、
本
市
職
員
と
お
も
て
な
し

チ
ー
ム
、
Ａ
Ｂ
Ｏ
60
か
ら
な
る
野
球
交
流
訪

問
団
を
派
遣
し
ま
す
。

　

上
田
市
で
は
、
全
国
か
ら
３
０
０
０
人
の

野
球
愛
好
者
が
集
ま
る
全
日
本
生
涯
野
球
大

会
の
開
会
式
で
、
Ａ
Ｂ
Ｏ
60
の
ダ
ン
ス
が
披

露
さ
れ
ま
す
。
真
っ
赤
な
半
袖
シ
ャ
ツ
に
白

の
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
を
は
い
た
18
人
の
お
ば

ち
ゃ
ん
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
球
場

に
集
ま
っ
た
中
高
年
・
シ
ニ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー

に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
野
球
の
ま

ち
を
宣
伝
す
る
、
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。

　

ま
た
、
阿
南
町
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
昨

年
、
台
風
に
よ
り
加
茂
谷
地
区
で
甚
大
な
被

害
が
出
た
際
に
、
澤
田
副
町
長
と
松
澤
総
務

課
長
が
遠
路
車
で
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、

勝
野
町
長
か
ら
阿
南
市
民
に
向
け
て
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
添
え
て
、
見
舞
金
30
万
円
を
頂
い

た
恩
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
阿
南
町
と
の
交
流
が
始
ま
っ
て

25
年
の
節
目
に
あ
た
り
災
害
見
舞
の
お
礼
も

兼
ね
て
、
野
球
交
流
訪
問
団
を
派
遣
し
、
交

流
の
絆
を
深
め
ま
す
。
こ
こ
で
も
、
Ａ
Ｂ
Ｏ

60
の
皆
さ
ん
は
交
流
試
合
の
応
援
で
花
を
咲

か
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
わ
せ
て
救
護
施
設
阿

南
富
草
寮
を
慰
問
し
て
く
だ
さ
る
予
定
で
す
。

　

Ａ
Ｂ
Ｏ
60
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
自
己

負
担
を
し
て
い
た
だ
い
て
ま
で
、
野
球
に
よ

る
阿
南
市
の
Ｐ
Ｒ
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

　

今
回
の
長
野
県
訪
問
が
意
義
深
い
も
の
と

な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
多
く
の
皆
さ
ま
が

阿
南
市
に
来
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

６
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

　
６
月
議
会
が
６
月
９
日
か
ら
27
日
ま
で
の
19
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
日
に
は
、
議
案
審
議
に

先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、
市
長
よ
り
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
す
。

　
今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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学
校
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業

に
つ
い
て

　

平
成
26
年
の
学
校
図
書
館
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、「
児
童
又
は
生
徒
及
び
教
員
に
よ

る
学
校
図
書
館
の
利
用
の
一
層
の
促
進
に
資

す
る
た
め
、
専
ら
学
校
図
書
館
の
職
務
に
従

事
す
る
職
員
を
置
く
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
絵
本
等
の
読
み
聞
か
せ

を
通
し
て
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に

ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
が
自
発
的
な
読
書
習

慣
を
身
に
つ
け
、
確
か
な
学
び
や
豊
か
な
心

を
育
む
う
え
で
重
要
な
役
割
を
担
う
学
校
図

書
館
の
充
実
を
図
る
た
め
、
平
成
28
年
度
か

ら
「
学
校
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
、
小
学

校
に
２
人
、
中
学
校
に
１
人
配
置
し
、
小
学

校
は
、
富
岡
小
学
校
お
よ
び
羽
ノ
浦
小
学
校

を
拠
点
に
各
小
学
校
を
巡
回
、
中
学
校
は
、

阿
南
中
学
校
を
拠
点
に
各
中
学
校
を
巡
回
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
12
学
級
以
上
あ
る
学
校
で
は
、
司

書
教
諭
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
多

く
は
ク
ラ
ス
担
任
や
教
科
担
任
で
あ
る
た

め
、
な
か
な
か
学
校
図
書
館
の
整
備
ま
で
手

が
回
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
学
校
図
書
の
整
理
や
貸
出
を
は

じ
め
、
読
書
の
啓
発
等
に
従
事
す
る
「
学
校

図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
配
置
す
る
こ
と
に

よ
り
、
児
童
生
徒
が
読
書
の
大
切
さ
を
知

り
、
読
書
に
よ
っ
て
言
葉
を
学
び
、
知
識
や

表
現
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
環
境
づ
く
り

が
増
進
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
赤
ち
ゃ
ん
授
業
」
に
つ
い
て

　

赤
ち
ゃ
ん
と
中
学
生
が
ふ
れ
あ
う
「
赤

ち
ゃ
ん
授
業
」
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
度
ま

で
は
、
県
の
委
託
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
市
の

単
独
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

現
代
社
会
が
直
面
し
て
い
る
問
題
の
一
つ

に
、
核
家
族
化
に
よ
る
孤
立
し
た
親
の
育
児

不
安
や
育
児
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
児
童
虐
待
・

育
児
放
棄
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
未
然
に

防
止
す
る
と
と
も
に
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る

た
め
に
、
地
域
に
お
け
る
身
近
な
支
援
の
必

要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
地
域

の
つ
な
が
り
を
見
直
し
、
地
域
の
力
で
子
育

て
を
応
援
し
た
い
と
活
動
さ
れ
て
い
ま
す

「
阿
南
市
赤
ち
ゃ
ん
授
業
実
行
委
員
会
」
の

ご
協
力
の
も
と
、
平
成
28
年
度
は
羽
ノ
浦
中

学
校
お
よ
び
加
茂
谷
中
学
校
、
福
井
中
学

校
、
椿
町
中
学
校
で
本
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
赤
ち
ゃ
ん
授
業
」
で
は
、
次
世
代
を
担

う
中
学
生
が
赤
ち
ゃ
ん
と
関
わ
る
体
験
を
通

じ
、
命
の
大
切
さ
や
親
の
思
い
に
触
れ
る
こ

と
で
、
自
分
自
身
や
身
近
に
い
る
人
を
大
切

に
す
る
気
持
ち
を
育
み
、
将
来
的
な
育
児
不

安
を
少
し
で
も
な
く
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
養
う
機
会
と
な
る
授
業
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

女
性
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境

づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

　

２
月
３
日
に
「
あ
な
ん
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進

検
討
会
議
」
を
開
催
し
、
実
際
に
在
宅
で
仕

事
を
し
て
い
る
北
海
道
の
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
と

テ
レ
ビ
会
議
で
情
報
交
換
を
行
う
と
と
も

に
、
庁
内
で
作
業
部
会
を
組
織
し
、
推
進
方

策
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
実
践
に
向
け
て
、
今
年
、「
あ
な

ん
・
安
心
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
～
テ
レ
ワ
ー
ク
で
女
性

活
躍
～
事
業
」
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関

し
て
の
市
民
ニ
ー
ズ
の
分
析
と
調
査
を
目
的

に
、
市
内
在
住
の
子
育
て
世
代
の
女
性
を
対

象
と
し
た
「
女
性
の
た
め
の
働
き
方
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
す
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
の

説
明
の
ほ
か
、
報
酬
内
容
や
働
き
た
い
時
間

な
ど
、
参
加
者
の
知
り
た
い
情
報
や
意
見
等

に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を
通
じ
て
聞
き

取
り
を
行
い
ま
す
。
５
月
31
日
に
は
、
富
岡

公
民
館
で
女
性
15
人
が
参
加
し
て
、
第
１
回

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
11
月

ま
で
に
４
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

し
、
検
証
を
行
っ
た
後
、
平
成
29
年
度
に

は
、
仮
称
「
あ
な
ん
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
め
ざ
す

市
内
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
施
設
整
備
に
つ
い
て

　

昨
年
の
11
月
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
市
道
北
の
脇
海
岸
線
お
よ
び
駐
車
場
建
設

工
事
は
、
６
月
中
旬
に
は
完
成
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。
整
備
を
し
ま
し
た
市
道
は
海

岸
ま
で
一
直
線
に
走
る
延
長
１
９
３
メ
ー
ト

ル
、
２
車
線
で
の
幅
員
７
メ
ー
ト
ル
に
、

２
・
５
メ
ー
ト
ル
の
歩
道
を
併
設
し
て
い

て
、
自
然
環
境
を
重
視
し
、
雨
水
地
下
浸
透

式
を
採
用
し
た
駐
車
場
に
は
、
69
台
の
乗
用

車
を
駐
車
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
市

の
観
光
施
策
と
し
て
長
年
の
課
題
で
あ
り
ま

し
た
道
路
整
備
が
、
こ
れ
に
よ
り
完
成
を
遂

げ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
７
月
１
日

の
海
開
き
に
合
わ
せ
て
、
完
成
式
典
を
行
う

べ
く
最
終
的
な
仕
上
げ
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
の
み
な
ら
ず
、
北
の

脇
海
岸
を
愛
す
る
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
の
駅
「
公
方
の
郷
な
か
が
わ
」

に
、
総
務
省
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
公
衆

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
、
誰
も
が
無
料

で
気
軽
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る

環
境
が
整
い
ま
し
た
。
無
料
で
の
Ｗ
ｉ

－

Ｆ

ｉ
環
境
は
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
に
と
っ
て

も
、
必
須
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
本
事
業
を
活
用
し
た
環
境
整
備
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨
部

分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
を
ご

覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
後
日
作
成
さ
れ
ま
す
市
議
会

会
議
録
は
市
立
図
書
館
等
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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市や地域の活性化のために
ＩＣＴを有効に利活用

本市とＮＴＴ西日本徳島支店は、「阿南市におけ
る情報化に関する包括連携協定」を締結しました。
本協定は、市や地域の活性化のためにＩＣＴ（情
報・通信に関する技術）を有効に利活用しようと
するものです。連携協力する主な事項は、ＩＣＴ
の利活用による情報発信や地域課題への対応など
です。具体的な取組や実施方法は、今後両者で協
議のうえ決定していきます。

5/17

日頃の操法訓練の成果を披露

「第26回阿南市消防操法大会」が消防本部の駐車場
特設会場で行われました。本大会は、消防団員の消
防操法技術の向上と士気の高揚を図り、地域防災体
制の強化に役立てることを目的として開催。参加者
は、常日頃から鍛えている操法技術を披露しました。
なお、ポンプ車の部は、優勝が見能林分団第５班。
小型ポンプの部は、優勝が加茂谷分団第６班となり
ました。

5/15

ニュースオアシス

5/21
牟岐線開通80周年記念
スロー列車運行

ＪＲ徳島駅～桑野駅間の開通80周年を記念して
スロー列車「カモン牟岐線☆えーもんあるでない
で号」が運行されました。各駅でさまざまなイベ
ントが催され、12月に開業100周年を迎える羽ノ
浦駅では、羽ノ浦小学校わらべうたくらぶの合唱
などで乗客者をおもてなししました。31日には、
列車に掲出されたものと同じ材質・大きさのヘッ
ドマークが、ＪＲ四国から贈呈されました。

5/24 学校や学年の垣根を越えて

椿町中学校区では、椿小学校・椿泊小学校・椿町
中学校が体力テストや漁業体験、うみがめ学習な
ど合同授業を行い、人口減少社会に対応した新し
い学校教育の形を模索しています（分散型小中一
貫教育）。今回、地元の避難経路や場所を巡る「ふ
れあい防災オリエンテーリング」を実施。児童・
生徒は学校や学年の垣根を越え、協力してゴール
をめざしました。
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阿南市那賀郡歯科医師会が、歯や口の健康につい
て考えてもらおうと、阿南ひまわり会館で「第
25回いきいき健口フェア」を開催し、親子連れ
など約300人が参加しました。会場には、幼児を
対象にした歯科健診や成人向けの口腔がん検診、
歯周病検査などを行うコーナーが設けられ、参加
者はそれぞれ関心のあるコーナーに足を運び、お
口の健康について学んでいました。

お口の健康について考えよう
「いきいき健

けん

口
こう

フェア」が開催される
6/5

牛乳パックを使ったおかしの
家作りに挑戦

資源の有効活用への意識啓発を目的として「親子
リサイクル体験教室」が環境啓発センターで開催
され、58人の親子が参加しました。今回は、職
員が手作りしたパーツを牛乳パックに飾り付けて
おかしの家を作成。初めて参加したという伊勢悠
希さん（７歳・福村町）は「屋根に乗せたいちご
の上にホイップクリームを飾ったり工夫しながら
作りました」と話していました。

5/29

「橘海正八幡神社の秋季例祭行事」
が県指定文化財に指定へ

「橘のケンカだんじり」で知られる橘海正八幡神社
秋季例祭行事が県指定文化財（無形民俗文化財）に
指定されることになりました。本例祭は毎年10月
１日から３日にかけて行われていて、やっこ姿に扮
した若者が行進する宿

しゅくふり

振で始まり、浦安の舞やケン
カだんじり、獅子舞、たたら音頭などが行われます。
阿南市では、初めての県指定無形民俗文化財の指定
となります。

5/26

子育て世代の女性に新しい働き方
「テレワーク」を

子育て世代の女性が時間や場所にとらわれず、安
心して働けるテレワークの推進を図ろうと、「女
性のための働き方ワークショップ」が、富岡公民
館で開催されました。平成29年度のテレワーク
推進センター開設に向けて、ＮＰＯ法人チルドリ
ン徳島と連携し、７月・９月・11月にも実施予定。
家庭と仕事を両立できる新しい働き方の普及を進
めます。

5/31
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あなんカルチャー

日時　①洋楽の部　９月17日㈯　14:00開演予定
　　　②邦楽の部　９月18日㈰　14:00開演予定
場所　 コスモホール（情報文化センター）
出演者　阿南市在住の方

（グループは阿南市民を１人以上含む）
演奏方法　 原則として生演奏
演奏形態　 独奏、重奏、合奏、独唱、重唱、合唱
入場料・参加料　無料
申込方法　所定の申込書（情報文化センター、文化会館、
市民会館、各公民館、市立図書館等に備え付け）にて
情報文化センターへお申込みください（郵送・持参可）
申込締切日　８月７日㈰（必着）
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■	「第９回コスモホール音楽祭」
　	出演者を募集します！

山崎まさよし、岡本定義、西　慎嗣（阿南市在住）に
よるスペシャルライブです。
スペシャルゲスト　元　ちとせ
日時　８月４日㈭　18:30開演（18:00開場）
場所　市民会館
入場料　全席指定4,500円（当日5,000円）

　※未就学児の方の入場はご遠慮ください。
チケット販売場所　市民会館、アピカ、平惣書店（阿
南センター店・羽ノ浦国道店・小松島バイパス店）、
Aloha de Go Go ほか
問い合わせは　市民会館（☎22－7000）へ

■	阿南市合併１０周年記念事業
　	さだまさよしんじライブ		スペシャルゲスト	元ちとせ

セ
ン
タ
ー

科
学

夏
休
み
星
空
教
室
（
有
料
・
要
申
込
）

　

星
座
早
見
盤
を
作
り
、
夏
の
大
三
角
を
観
察

し
ま
す
。
小
学
４
年
で
学
習
す
る
内
容
に
あ
わ

せ
て
行
い
ま
す
。

日
時　
８
月
５
日
㈮
、
21
日
㈰　

午
後
６
時
30

分
～
９
時

対
象　
小
学
３
～
６
年
生（
保
護
者
同
伴
必
須
）

定
員　
そ
れ
ぞ
れ
親
子
20
組
40
人
（
先
着
順
）

参
加
料　
２
０
０
円
（
保
護
者
は
無
料
）

参
加
方
法　
事
前
に
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
７
月
18
日
㈷
～

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

　

夏
休
み
期
間
中
は
平
日
午
後
２
時
20
分
～
、

土
・
日
曜
日
は
午
前
11
時
～
、
午
後
２
時
20
分

～
実
施
し
て
い
ま
す
。

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

日時　10月2日㈰　16:00開演（15:30開場）
場所　市民会館
入場料　全席指定　8,640円

※未就学児の方の入場はご遠慮ください。
チケット発売開始日　７月３日㈰　10:00～
チケット販売場所　市民会館ほか
問い合わせは　市民会館（☎22－7000）へ

■	谷村新司コンサート
　	CONCERT	TOUR	2016～アルシラの星

お妃役で徳島県出身の瀬戸内美八さん出演！
日時　９月17日㈯　14:00開演（13:30開場）　　
場所　夢ホール（文化会館）
入場料　全席自由　
　　　　一般　1,000円（当日1,500円）
　　　　高校生以下　500円（当日700円）
※３歳未満ひざ上無料です。ただし、席が必要な場合

は有料です。
※無料託児室を開設します。（10カ月～ 3 歳）
ご希望の方は、１週間前までに文化会館へご連絡ください。
チケット発売開始日　７月９日㈯　10:00～
チケット販売場所　文化会館、アピカ、平惣（阿南セ
ンター店・羽ノ浦国道店・小松島バイパス店）、小松
島市ミリカホール
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■	阿南市合併10周年記念事業　宝くじ文化公演
　	ミュージカル	白雪姫　
　	心いっぱいに幸せの花を咲かせよう！
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阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

阿
波
の
藩
札（
五
）

初
の
藩
札　
福
井
藩
銀
札

　

藩
札
と
は
諸
藩
（
旗
本
領
、
天
領
を
含

む
）
が
発
行
し
た
紙
幣
で
あ
る
。
金
札
・

銀
札
・
銭
札
の
三
種
類
が
あ
る
。
米
札
、

産
物
札
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
も
の
も
あ

る
が
、
三
貨
と
の
比
較
を
明
記
し
て
あ
る

の
で
藩
札
と
見
な
し
て
よ
い
。

　

幕
府
は
財
政
窮
乏
の
切
り
抜
け
策
と
し

て
貨
幣
の
改
鋳
（
改
悪
）
を
行
っ
て
き
た
。

貨
幣
鋳
造
権
は
国
家
権
力
の
象
徴
で
あ
る
。

し
か
し
、
国
家
で
な
い
諸
藩
に
鋳
造
権
は

な
い
。
そ
の
た
め
幕
府
の
許
可
を
得
て
紙

幣
を
発
行
し
て
急
増
し
て
き
た
貨
幣
の
需

要
に
こ
た
え
る
一
方
、
藩
財
政
窮
乏
の
打

開
策
と
し
た
。

　

寛
文
元
（
一
六
六
一
）
年
越
前
福
井
藩

主
松
平
忠
昌
が
銀
札
を
発
行
し
て
領
内
に

流
通
さ
せ
た
の
が
わ
が
国
に
お
け
る
最
初

の
紙
幣
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
藩
札
発
行

以
前
に
お
い
て
伊
勢
山
田
は
じ
め
諸
地
方

に
お
い
て
産
物
札
が
発
行
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
れ
ら
は
藩
札
で
は
な
い
。

　

福
井
藩
に
続
い
て
岡
山
・
松
江
・
平
戸

藩
な
ど
が
延
宝
年
間
に
発
行
し
、
元
禄
以

降
各
藩
が
相
次
い
で
発
行
し
た
。

　

天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
の
調
査
に

よ
る
と
銀
札
等
を
発
行
し
た
藩
は
六
十
四

藩
に
の
ぼ
り
発
行
高
が
天
保
年
間
（
一
八

三
〇

－

四
二
）
に
約
八
万
七
千
貫
目
に
達

し
た
と
い
わ
れ
る
。

　

藩
札
は
幕
府
鋳
造
貨
の
信
用
を
裏
付
け

と
し
て
発
行
さ
れ
た
も
の
で
、
札
元
の
引

き
受
け
が
あ
る
限
り
兌
換
紙
幣
で
あ
る
。

し
か
し
、
藩
札
の
発
行
さ
れ
た
事
情
を
考

え
る
と
銀
貨
の
準
備
は
き
わ
め
て
不
十
分

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
実
質
的
に
は
不
換

紙
幣
だ
っ
た
。
端
的
に
言
え
ば
札
元
の
資

金
力
が
少
な
い
場
合
、
紙
屑
同
然
に
な
る

お
そ
れ
が
あ
っ
た
。
事
実
、
兌
換
を
行
っ

て
い
た
札
元
も
濫
発
に
伴
っ
て
等
価
交
換

さ
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
な
り
、
だ
ん
だ
ん

と
紙
幣
価
値
は
下
落
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
に
も
関
わ
ら
ず
藩
札

が
流
通
し
た
の
は
商
品
取
引
量
に
比
べ
貨

幣
量
が
少
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら

に
藩
の
強
制
通
用
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
藩
札
の
種
類
と
発
行
高
を
見
て
み

よ
う
。
明
治
四
年
藩
札
処
分
時
の
資
料
に

よ
る
と
二
百
四
十
四
藩
、
九
旗
本
領
、
十

四
天
領
（
幕
府
直
轄
地
）
に
お
い
て
千
六

百
九
十
四
種
、
合
計
三
千
八
百
万
両
に
の

ぼ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
藩
札
の
通
用
区
域
は
原
則
と

し
て
領
内
に
限
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

経
済
力
の
強
力
な
藩
は
例
外
だ
っ
た
。
徳

島
藩
の
よ
う
に
藍
経
済
に
支
え
ら
れ
た
藩

は
信
用
度
も
高
く
大
坂
・
岡
山
・
播
磨
に

お
い
て
も
通
用
し
た
。

　

藩
札
で
失
敗
し
た
例
と
し
て
尾
張
藩
を

見
て
み
よ
う
。
尾
張
家
は
紀
州
、
水
戸
と

並
び
徳
川
御
三
家
の
筆
頭
で
あ
る
。
同
藩

は
莫
大
な
藩
債
を
整
理
し
財
政
を
立
て
直

す
た
め
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
幕
府
か

ら
二
十
五
カ
年
を
期
限
と
し
て
藩
札
発
行

を
許
さ
れ
た
。
し
か
し
、
文
化
十
二
（
一

八
一
六
）
年
そ
の
期
限
が
到
来
す
る
と
再

び
二
十
五
カ
年
の
延
長
を
許
可
さ
れ
た
。

天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
そ
の
期
限
が

き
た
が
発
行
額
二
十
万
両
の
制
限
を
超
え

る
こ
と
実
に
七
十
六
万
両
に
達
し
た
。
嘉

永
元
（
一
八
四
八
）
年
つ
い
に
決
済
出
来

ず
札
崩
れ
と
な
っ
た
。

　

（
続
く
）

参
考　

湯
浅
良
幸
著　
『
阿
波
貨
幣
史
』

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の

114

越
前
福
井
藩
銀
札

特
別
観
望
会
・
天
の
川
め
ぐ
り

（
有
料
）

　

大
型
望
遠
鏡
を
使
っ
て
夏
の
代
表
的
な
天
体

や
惑
星
の
観
察
を
行
い
ま
す
。

実
施
日
時　
７
月
29
日
㈮　

午
後
７
時
～
９
時

対
象　
小
学
生
以
上
（
保
護
者
同
伴
必
須
）

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科
学
セ

ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
悪
天
候

の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

サ
マ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

（
有
料
・
要
申
込
）

　

３
日
間
か
け
て
、
実
験
や
工
作
、
昆
虫
や
植

物
の
標
本
作
り
を
行
い
ま
す
。
夏
休
み
の
宿
題

に
も
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。
な
お
、
２
日
目
、
３
日

目
は
希
望
に
よ
り
植
物
・
昆
虫
の
２
つ
コ
ー
ス

分
か
れ
て
活
動
し
ま
す
。

日
程　
【
植
物
・
昆
虫
コ
ー
ス
共
通
】
７
月
30

日
㈯
、
31
日
㈰
【
昆
虫
コ
ー
ス
３
日
目
】
８
月

６
日
㈯
、【
植
物
コ
ー
ス
３
日
目
】
８
月
７
日

㈰　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

内
容　
〈
１
日
目
〉　
「
化
石
の
レ
プ
リ
カ
を
作

ろ
う
」、「
手
づ
く
り
乾
電
池
教
室
」、「
液
体
ち
っ

素
で
ビ
ッ
ク
リ
‼
」、
選
択
工
作
な
ど　
〈
２
、
３

日
目
〉　
植
物
採
集
、
昆
虫
採
集
と
標
本
作
り

対
象　
３
日
間
と
も
参
加
で
き
る
小
学
３
年
生

～
中
学
生

定
員　
50
人　

参
加
料　
１
人　

２
０
０
０
円

参
加
方
法　
市
内
小
中
学
校
を
通
じ
て
配
布
さ

れ
る
所
定
の
申
込
書
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

７
月
の
休
館
日　

４
日
㈪
、
11
日
㈪
、
19
日
㈫
、
25
日
㈪

23　広報 あ な ん 2016.07



　

何
事
も
体
験
し
て
み
な
け
れ

ば
分
か
ら
な
い
。
当
た
り
前
の

こ
と
だ
が
、
日
常
の
中
で
は
あ

ま
り
意
識
し
な
い
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う

か
。

　

初
め
て
自

分
か
ら
体
験

し
た
い
と
思

い
実
行
し
た

こ
と
は
、
中

学
１
年
の
夏
、

プ
ー
ル
に
併
設
さ
れ
て
い
る
遊

園
地
の
回
転
す
る
ジ
ェ
ッ
ト
コ

ー
ス
タ
ー
に
乗
っ
た
こ
と
か
も

し
れ
な
い
。
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
は
、
コ
ワ
い
と
い
う
気
持

ち
よ
り
興
味
の
方
が
先
行
し
、

い
つ
か
身
長
制
限
を
ク
リ
ア
し

た
ら
乗
り
た
い
と
思
う
も
の
だ

っ
た
。
こ
の
体
験
は
、
自
分
か

ら
希
望
し
た
だ
け
あ
っ
て
と
て

も
楽
し
い
も
の
だ
っ
た
し
、
今

で
も
絶
叫
マ
シ
ン
は
大
好
き
な

も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
嫌
な
も
の
に
も
挑
戦

し
て
み
る
。
ど
ん
な
時
で
も
注

射
が
大
嫌
い
だ
っ
た
の
に
、

「
16
歳
に
な
っ
た
ら
献
血
を
し

よ
う
」
と
な
ぜ
か
思
い
立
ち
、

行
動
に
移
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
体
験
す
る
と
自

分
に
合
わ
な
い
も
の
も
分
か
っ

て
く
る
。
例
え
ば
、
釣
り
と
ゴ

ル
フ
は
向
い
て
い
な
い
と
思
う
。

も
し
か
し
た
ら
間
を
あ
け
て
再

度
挑
戦
す
る
と
好
き
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
今
の
と
こ
ろ

は
自
分
の
趣
味
に
は
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
今

は
子
育
て
を

体
験
し
て
い

る
。
人
生
の

中
で
素
晴
ら

し
く
楽
し
い

が
、
時
に
腹

立
た
し
い
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ

だ
け
は
投
げ
出
せ
な
い
が
、
投

げ
出
す
気
も
な
い
。
む
し
ろ
、

経
験
で
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝

し
て
い
る
。

　

１
つ
の
こ
と
を
深
く
探
求
す

る
こ
と
も
素
晴
ら
し
い
が
、
自

分
の
人
生
、
広
く
浅
く
な
っ
た

と
し
て
も
多
く
の
経
験
を
し
た

い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
。

　

次
は
、
那
賀
川
町
の
野
畑
佳

世
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
春
季

短
歌
大
会
選

短
　
歌

市
長
賞　
　
　
　
　

枝
川　

照
子

ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
と
歩
く
か
ま
き
り

お
前
も
か
老
骨
恥
じ
ず
目
は
ら
ん

ら
ん
と

大
会
賞　
　
　
　
　

徳
川　

明
美

し
の
の
め
の
果
て
見
極
め
ぬ
海
原

に
風
の
ゆ
ら
ぎ
よ
水
の
惑
星

文
化
振
興
賞　
　
　

川
口　

節
子

最
終
便
の
「
丹
生
谷
行
き
」
の
バ

ス
降
り
て
団ま

ど
い居

の
灯
な
き
わ
が
家

に
向
か
う

互
選
賞　
　
　
　
　

西
條　

悦
子

不
用
意
に
本
音
を
洩
ら
し
た
悔
し

さ
を
繕
い
な
が
ら
春
の
土
手
行
く

互
選
賞　
　
　
　
　

勢
井　

恒
子

下
駄
と
靴
は
き
た
る
よ
う
な
夫
婦

仲
そ
れ
で
も
歩
調
は
合
い
し
を
想
う

互
選
賞　
　
　
　
　

金
本
ひ
ろ
み

夕
冷
え
を
背
に
負
ひ
農
婦
た
だ
ひ

と
り
地
を
拝
む
か
に
オ
ク
ラ
植
え

を
り

入
選　
　
　
　
　
　

五
島　

秀
子

わ
が
耳
に
集す

だ

く
邯か

ん

鄲た
ん

い
つ
よ
り
か

夜
ご
と
さ
わ
ぎ
て
耳
内
を
占
む
る

中
学
生
短
歌
の
ポ
ス
ト
入
選
歌

福
井
中
学
校　
　
　

日
下
詠
美
子

衣
替
え
心
機
一
転
部
屋
掃
除
受
験

に
向
け
て
己
に
一
喝

　
　
　
　

          

岨　
　

大
雅

春
風
が
僕
の
体
を
押
し
て
ゆ
く
受

験
の
階
段
一
歩
踏
み
だ
す

　
　
　
　

          

湯
浅　
　

明

春
雨
の
し
と
し
と
と
降
る
心
地
良

さ
窓
か
ら
聞
こ
え
る
木
々
の
喜
び

　
　
　
　

          

影
田　

壮
佑

白
い
雲
青
い
あ
の
空
輝
い
て
夏
の

景
色
の
一
部
と
な
り
て

新
野
中
学
校　
　
　

藤
本　

渉
里

朱
に
染
ま
る
西
の
空
の
夕
凪
に
思

わ
ず
見
入
る
岸
辺
の
散
歩

　
　
　
　

         

米
田　
　

葵

ふ
と
見
上
げ
夜
空
に
光
る
星
の
数

み
ん
な
が
持
っ
て
る
た
く
さ
ん
の
夢

　
　
　
　

          

中
島　

真
歩

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
い
つ
も
は
言
え

な
い
「
あ
り
が
と
う
」
感
謝
の
気

持
ま
っ
す
ぐ
届
け

　
　
　
　

          

生
塚　

杏
奈

ジ
ジ
バ
バ
が
田
ん
ぼ
に
せ
っ
せ
と

苗
植
え
る
今
年
も
良
い
米
い
っ
ぱ

い
と
れ
る
か

阿
南
市
俳
句

連
合
会
選

俳
　
句

安
部　

和
子

一
匹
の
螢
舞
う
庭
見
守
り
て

　
　

西
岡　

典
子

菖
蒲
湯
に
子
等
と
入
り
し
も
遥
か

な
り

502

市
民
文
芸

体
験（
経
験
）す
る

と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　

平
野　

貞
子

夏
蝶
の
縺
れ
つ
消
え
し
波
が
し
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

森
岡　

美
風

色
褪
せ
た
鯉
の
ぼ
り
に
も
秘
め
た
夢

佐
々
木
八
千
代

薬
降
る
ヨ
ガ
教
室
の
深
呼
吸

　
　
　
　
　
　
　
　

水
口　

明
美

八
百
屋
に
も
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

並
び
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　

池
内　

明
美

退
院
日
ふ
っ
く
ら
と
盛
る
豆
御
飯

金
本
ひ
ろ
み

ト
ロ
箱
の
乾
く
魚
河
岸
親
つ
ば
め

近
藤
ヤ
ス
子

初
鰹
嫁
の
得
意
な
た
た
き
食
ぶ

吉
原　

春
水

木
も
草
も
梅
雨
の
底
な
り
雉
子
啼
く

阿
南
川
柳
会

髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

橋
本　

征
介

ひ
と
振
り
の
塩
に
待
っ
た
の
処
方

箋
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
つ
た
え

裏
着
な
い
よ
う
確
か
め
た
は
ず
な

の
に
裏

　
　
　
　
　
　
　
　

西
田　

修
身

競
い
合
う
嫁
の
洋
食
和
の
姑

　
　
　
　
　
　
　
　

臣
守　

愛
香

手
ぶ
ら
で
は
行
け
ぬ
実
家
も
代
替

わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

滝
川　

太
郎

遠
い
ほ
ど
愛
と
女
性
は
美
し
い

羽ノ浦町
矢田 千恵さん
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問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ

移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
  7日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
  8日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

13日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 14:50～15:20
14日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

21日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30
大 潟 分 館 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
22日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中央病院阿南荘前 13:30～14:00
琴 江 荘 前 14:00～14:30
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

28日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

７月の巡回日程

阿南市立図書館だより
７月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

阿 南 図 書 館
9:00～18:00
土日は17:00まで

☆ 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 休 ★ ☆ 休 ★ 休 ☆

那賀川図書館
10:00～18:00 ◎ ☆ 休 ◎

◆ ☆ 休 ◎ ○ 休 休 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆

羽ノ浦図書館
10:00～18:00 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 休 ☆

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏 　◆…阿波公方の苑美化作業　○…人形劇

那賀川図書館　☎	42－3111ＦＡＸ	42－3299

☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◎中学生によるピアノ演奏
　（毎週土曜日）　10:00～〔約10分間〕
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　９日㈯　８：30～10：00
　※雨天の場合は17日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館　☎	44－2100ＦＡＸ	44－2099

☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

阿 南 図 書 館　☎	23－2020ＦＡＸ	23－6814

☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第１～第４木曜日）　10:30～11:00  

那賀川図書館発　夏休みのイベント
○親子で楽しむ人形劇
　日時　７月17日㈰　14:00～15:00
　内容　人形劇「まんまるパン」ほか
○親と子の読書感想文教室
　読書感想文の書き方をわかりやすく説明します。
　日時　７月23日㈯　10:30～12:00
　対象　小学生（全学年）と保護者
　講師　小倉泰夫さん（元県学校図書館協議会副会長）
　持参物　筆記用具　

夏休み期間中の特別貸し出し図書について
もうすぐ楽しい夏休み。大変な宿題はさっさと終わらせたい
ですね。図書館では宿題に役立つ本を取りそろえて、みなさ
んを待っています。ただしこれらの本には人気が集中します
ので、下記期間中は特別ルールで貸し出しを行います。
●夏休みの本　特別ルール〈７月１日㈮～８月30日㈫〉

貸出冊数 貸出期間 予約できる冊数
課題図書

（小学校～高校）
１人１冊まで

（３館あわせて）
１週間

（延長不可）
１人１冊まで

（３館あわせて）

自由研究・工作
などの宿題用図書

１人10冊まで
（３館あわせて）

１週間
（延長不可）

１人10冊まで
（３館あわせて）

入場無料
申込不要
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スタジオMパート２
第26回ジャズダンス公演
ジャズのスタンダードナンバーやミュージ
カル曲などを中心に子どもから大人まで楽
しめる内容です。
日時　７月24日㈰　14:00～（13:30開場）
場所　市民会館　大ホール
入場料　999円（税込）
問 スタジオMパート２　井利元
　 （☎22－3169）へ

YMCA イベント参加者募集
参加を希望される方は、電話でお申込みく
ださい。
●夏のファミリーデイキャンプ
　「海をのぞこう！シュノーケル !!」
海の中にはいろんな生き物がいっぱい！海
をのぞいて探してみよう！
日時　７月10日㈰　10:00～15:00
対象　家族（定員:20家族程度）
参加費　中学生以上　3,500円
　　　　小学生・幼児　2,500円
※昼食、プログラム費含む
●夏のわくわくキッズキャンプ
　「夏だ！海だ！マリンスポーツ！」
カヤックやカヌーで大きな海で大冒険！お
友達と一緒にキャンプをしよう！
日時　７月20日㈬～21日㈭（１泊２日）
対象　小学１～６年生（定員：25人程度）
参加費　11,340円（現地集合解散）、
12,420円（道の駅「なかがわ」集合解散）
問 YMCA阿南国際海洋センター
　 （☎33－1221）へ

「かも道」を歩こう
日程　７月16日㈯　※少雨決行
集合　8:50　お松大権現駐車場
　　　コース説明等終了後、出発
解散　15:00頃　お松大権現駐車場
コース　お松大権現駐車場～一宿寺～弘法

大師座像～太龍寺（往復約９キロ）
参加費　300円（阿南歩こう会会員200円、

小学生以下無料）
持参物　弁当、飲み物、健康保険証、雨具など
※歩きやすい服装、履きなれた靴でご参加
ください。
※万一の事故には、傷害保険（主催者加
入）の補償範囲内および応急処置以外の
責任は負いません。
問 阿南歩こう会　新川（☎22－3188）へ

阿南西部公園
七夕夏まつり 
仙台七夕飾りと阿波踊り、たくさんの催し
で楽しい 1日をお過ごしください。
日時　７月17日㈰　9:30～
　　　※雨天の場合は18日㈪に延期
場所　阿南西部公園（中大野町）
内容　龍神太鼓、阿波踊り、ピアノ演奏、
的あてゲーム、ビンゴゲーム、ボールつか
み、ジャンケンゲーム、帽子作りコーナー、
シャボン玉コーナー、消防コーナー、軽食
コーナーほか
問 大野公民館（☎22－1564）へ

ポリテクセンター徳島
職業訓練生募集
募集訓練科
▶溶接加工科（６カ月）
訓練期間　９月１日㈭～

平成29年２月28日㈫
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし

ている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　７月１日㈮～８月１日㈪
問 ポリテクセンター徳島
　 （☎088－654－5102）へ

抱腹絶倒
びわ湖ホール
テノール三人衆
オペラのソリストとして活躍する歌手なら
ではの歌唱力、関西のノリで笑いたっぷり
のステージです。
日時　７月３日㈰　14:30 ～
場所　夢ホール（文化会館）
曲目　琵琶湖周航の歌、荒城の月など
入場料　一般 2,500円、ペア 4,000円、
  小中高生 1,000 円※当日は 500円増し
販売場所　文化会館、市民会館、コスモホ
ール、平惣書店、アピカ、黒崎楽器
問 NPO法人夢ホール市民協議会
　 夢つくりあなん（☎23－5599）へ

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会
日時　７月９日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
　 （☎088－679－4440）
　 土・日曜日は地域会員　花野
　 （☎090－3787－0305）へ

パソコン学ぶ君　上級講座
（パソコン教室） 
マイクロソフトオフィス　スペシャリスト
（MOS）のWord2010の資格取得ができ
るスキルを身に付けよう！
開催日　毎月第１、第２、第４土曜日
9:30～11:30（７月から開講）
場所　羽ノ浦公民館
講師　庄野政彦さん（MOS資格取得
Word2010 Excel2010Expert）
持参物　パソコン　参加費　１回500円
定員　15人（事前に電話で申込み）
問 庄野（☎090－2780－3200）または
　 羽ノ浦公民館（☎44－1120）へ

親子のふれあい
ベビーマッサージ教室
赤ちゃんとふれあって楽しくコミュニケー
ションをとりましょう！
日時　７月８日㈮　10:00～11:00
場所　那賀川社会福祉会館２階
対象　０～２歳までの親子５組
参加費　1,500円
持参物　バスタオル１枚、赤ちゃんの飲み

物（母乳可）　※要予約
問 ＲＴＡ指定スクールRomaly 　金光
　 （☎24－8710）へ

県立南部テクノスクール
受講生募集
対象　離転職者等で、公共職業安定所長か
ら受講あっせんを受けた人
訓練課　事務課
内容　簿記会計の基礎、日商簿記試験対策、
ワード、エクセル、パワーポイントなど
訓練期間　８月23日㈫～11月22日㈫

9:00～15:50　※日・祝日は休校
訓練場所　四国進学会　阿南校
受講料　無料（テキスト代は自己負担）
定員　15人（母子家庭の母等1人を含む）
申込期間　７月26日㈫まで
申込先　居住地を所管する公共職業安定所
問 公共職業安定所または南部テクノスク
ール（☎26－0250）へ

若者ＵＰプロジェクト
就職につながるパソコン講座
日本マイクロソフト㈱と協働したパソコン
講座でワードの基本操作を学びます。短期
集中でワードのパソコンスキルを身に付け
たい方にはぴったりの講座です。また予約
制で若者の就労相談も行っています。
対象　義務教育終了後15～39歳までの無

業の方　※学生不可
日時　7月12日㈫、13日㈬
　　　13:00～16:00
場所　富岡町玉塚21番地里美ビル１階
　　　（南部ライフサポートセンター隣）
定員　５人　　受講料　無料
申込締切日　７月11日㈪　※要予約
問 とくしま地域若者サポートステーション
　 （☎088－602－0553）へ

阿南高専公開講座 「コマ実験セッ
トを使ったパラメータ設計講座」
対象　一般の方
日時　９月３日㈯　13:00～17:00
場所　阿南高専　機械棟２階　製図室
受講料　5,400円　　定員　６人（先着順）
申込期間　７月19日㈫～29日㈮
申込方法　申込期間中に、電話で申込み
問 阿南工業高等専門学校総務課
　 企画情報係（☎23－7215）へ
　 ※土・日曜日を除く 8:30 ～ 17:00

市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。９月号の締め切りは７月29日㈮です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

平成28年度
国家公務員採用試験 
採用試験のうち、７月から受付する試験を
掲載しています。
高卒程度試験

試　験　名 受付期間 第１次
試験日

刑務官
●インターネット
　７月19日㈫～

28日㈭　
●郵送または持参
　７月19日㈫～

21日㈭　

９月18日㈰
海上保安学校学生

９月25日㈰
皇宮護衛官
（高卒程度試験）
入国警備官
航空保安大学校学生

※くわしくは、お問い合わせください。
問 人事院四国事務局第二課試験係
　 （☎087－831－4765）へ

夏休み宿題お助け「作曲のキホン」
五線譜とえんぴつとイメージで生まれる音
楽。作曲のヒントを学びます。
日時　７月31日㈰　10:00～12:00
場所　文化会館　視聴覚室
講師　松岡貴史さん
　　　（鳴門教育大学特命教授）
対象　小学５年生～中学生
参加費　500円　　持参物　筆記用具
定員　20人（先着順）
申込方法　電話でお申込みください。
問 NPO法人夢ホール市民協議会
　 夢つくりあなん（☎23－5599）へ

2016 年ケアマネ受験対策教室 
忙しい社会人のための勉強法、記憶術を伝
授いたします。講座を活用し、今年の合格
をつかみましょう！
日程　
７月12日㈫、22日㈮（保健医療分野）
８月９日㈫、14日㈰（福祉分野）
９月６日㈫（模擬試験）
時間　10:00～16:30　　場所　文化会館
参加費　資料代が必要
申込方法　電話またはメールでお申込みく
ださい。（先着順）
※くわしくは、お問い合わせください。
問 さくら福祉学院　徳島校　谷川
（☎090－7571－4752）へ
sakuratoku05@gmail.com

徳島県立総合看護学校
オープンキャンパス参加者募集
社会が求める看護職をめざしませんか。当
校には看護学科・准看護学科があります。
幅広い年齢層が学んでいます。学校の雰囲
気や看護を体験してください。
日時　８月７日㈰、８日㈪　8:30～12:00
場所　徳島県立総合看護学校
内容　学科紹介、在校生交流会、白衣体験、
血圧測定・聴診、救命処置、進学相談など
参加費　無料　申込締切日　７月20日㈬
※くわしくは、ホームページをご覧ください。
問 徳島県立総合看護学校
　 （☎088－633－6611）へ

歩き遍路にノルディック・
ウオークでチャレンジ
日時　７月３日㈰　受付　8:00～
集合　お松大権現駐車場
ルート　一宿寺→かも道→太龍寺→鶴林寺
参加費　500円、ポール１組貸出300円、

バス代500円
持参物　飲み物、手袋、紫外線よけ、薄着
の重ね着、昼食、行動食、雨よけほか
申込方法　電話またはファクスで申込。
問 とくしまノルディック・ウオーク協会
（☎088－669－6223、
FAX088－642－5003）へ

「あなんパーソナル・
サポート・センター」
いろいろな生活上の困りごとの相談・支援
働きたくても仕事がない、再就職に失敗し
て雇用保険が切れた、親の介護で働けない、
生活が苦しい、借金がある、社会に出るの
が怖くなった…など、生活でお困りの方の
自立促進に向けた総合的な支援を行ってい
ます。※秘密厳守。相談無料。
相談時間　月～金曜日　8:30～17:15
場所　あなんパーソナル・サポート・センター
　　　（阿南市富岡町玉塚21 里美ビル１階）
問 あなんパーソナル・サポート・センター
　 （☎0120－928－764）へ

夏休みバウンドテニス教室
参加者募集
対象　小学生以上の方
※小学３年生以下は保護者同伴
日程　
Aコース　７月22日㈮、27日㈬、29日㈮
Bコース　８月19日㈮、24日㈬、26日㈮
※できるだけ３日間通してご参加ください。
A・B両コースの参加もできます。
時間　10:00～12:00（9:50集合）
場所　スポーツ総合センター　サンアリーナ
持参物　体育館シューズ、飲み物、タオル
参加費　保険料として１コース（３日間）

300円
定員　20人程度（先着）
申込方法　７月18日㈪までに、氏名、年
齢（学年）、電話番号を記入のうえ、はが
きまたはファクスでお申込みください。
問 〒774-0042　横見町高川原101番地 1
阿南市バウンドテニス協会事務局　戸井
（☎・FAX49－1785）へ

地域と共生する
杜のホスピタル文化活動
●マリンバ・ピアノコンサート
日時　７月７日㈭　14:00～
場所　杜のホスピタル　OTホール
出演　山下由美子（マリンバ）、
　　　吉野暁美（ピアノ）
●杜のホスピタル納涼祭
日時　７月16日㈯　14:00～
場所　杜のホスピタル　グラウンド
※雨天の場合は杜のホスピタル内で開催
内容　出店（100円～。たこ焼き、焼きそ
ば、射的、輪投げなど）、スイカ早食い競争、
カラオケ大会、奴連による阿波踊りなど
●べっぴん一座　
歌あり　踊りあり　フラダンスあり
日時　７月30日㈯　14:00～
場所　杜のホスピタル　OTホール
※催しはすべて入場無料です。
問 医療法人杜のホスピタル　リハビリテー
ション課　石川（☎22－0218）へ

阿南市社会福祉協議会

結婚支援の相談を行っています
相談日　毎週月曜日（10:00～15:00）
　　　　毎週水曜日（13:30～15:30）
相談場所　阿南市社会福祉協議会
　　　　　（市民会館内）
申込方法　社協にある申込用紙に、ご記入

ください。
※印鑑と写真の添付が必要です。
申込（登録）　結婚支援連絡協議会推進員
が登録手続きをします。※社協事務局でも
登録手続きは可能　　費用　無料
問 阿南市社会福祉協議会
　 （☎23－7288）へ※平日8:30～17:15

阿南市長杯
第２回阿南将棋大会参加者募集 
将棋愛好家が一堂に会し、交流と親睦を深
めるための大会を開催します。
日時　７月24日㈰　受付9:00～9:30
開会式9:30～9:45、競技9:45～16:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
募集人数　80人（先着順）
申込方法　電話でお申込みください。
申込締切日　７月15日㈮
問 阿南将棋同好会001　長尾（☎22－
8611または 090－9553－3476）へ

山田洋次監督作品
「家族はつらいよ」

日時　７月31日㈰
　　　①10:30　②14:00　③18:00
場所　夢ホール（文化会館）
出演　橋爪　功、吉行和子、西村雅彦、
　　　中嶋朋子ほか
入場料

前売り 当日
シニア 1,000円 1,100円

一般・大学生 1,300円
小・中・高生
障がいのある方 －    500円

チケット販売場所　市民会館、文化会館、
情報文化センターほか
問 あなんで映画をみよう会
　 （☎090－2788－5465）へ
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健康いきいき情報

 献血にご協力ください（７月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

11日㈪
阿 南 警 察 署 富岡町   8:30～10:30

㈱ 岡 部 機 械
工 業 津乃峰町 12:00～13:30

13日㈬ 南部総合県民局
阿 南 庁 舎 富岡町 12:00～13:00

31日㈰ フ ジ グ ラ ン
阿 南 領家町

10:00～12:30

13:30～16:30

※ 400ml 献血のみの実施です。
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

特定不妊治療費助成事業
少子化対策の一環として、特定不妊治療を
受けられた夫婦に対して治療費の一部を助
成しています。
対象者
次の要件をすべてみたしていること
・法律上婚姻している夫婦であること
・治療開始時に、夫婦が１年以上阿南市に
住所を有していること
・徳島県の特定不妊治療費助成に係る事業
の交付決定を受けていること

対象となる治療
徳島県が指定した医療機関において行う特
定不妊治療（体外受精・顕微授精）
助成の額および回数
１回につき10万円を限度に、通算６回まで
申請等
助成を受けようとする方は、保健センター
までお問い合わせください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

熱中症を予防しましょう
熱中症の発生は７～８月がピークですが、
適切な予防をすれば防ぐことができます。
自身の体調変化に注意するとともに、周り
の人にも気を配り、熱中症による健康被害
を防ぎましょう。

予防のポイント
・こまめな水分、塩分の補給
・涼しい服装
・外出時は日傘や帽子を着用
・扇風機やエアコンを使った室内の温度調
整

このようなことにも注意が必要
・暑さの感じ方は人によって異なります。
高齢者は特に注意を！暑さに対する体の
調整機能が低下しています。高齢者や子
どもは周囲の人が見守って、みんなで協
力して熱中症予防を呼びかけあいましょ
う。
・節電を意識するあまり、熱中症予防を忘
れないように。

問 保健センター（☎22－1590）へ

食中毒を防ぐ６つのポイント
～食品の購入から食べるまでの過程で予防
の原則を実践～

①買い物
消費期限を確認する。
肉や魚は汁が他の食品に付かないように分
けて袋に入れる。

②家庭での保存
冷蔵や冷凍の必要な食品は、すぐに冷蔵庫
や冷凍庫に保管する。
肉などは、取り扱う前と後に必ず手を洗う。

③下準備
調理の前に石けんで
丁寧に手を洗う。
食材を流水できれい
に洗う。
冷凍食品の解凍は自然解凍を避ける。
使用後の調理器具は洗った後、熱湯をかけ
て殺菌する。

④調理
調理の前に手を洗う。
肉や魚は十分に加熱。中心部を75℃で１
分間以上の加熱が目安。

⑤食事
食べる前に石けんで手を洗う。
清潔な食器を使う。

⑥残った食品
清潔な容器に保存する。
温め直すときも十分に加熱する。
時間が経ちすぎたものは思い切って捨てる。

問 保健センター（☎22－1590）へ

阿波踊り体操教室
日時　７月21日㈭　10:00～11:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、健康手帳（無い

方は交付します）

問 保健センター（☎22－1590）へ

全国統一介護予防推進キャンペーン

「いきいき百歳体操（徳島県理
学療法士会版）」
−骨と筋肉を鍛えて、元気で
長生き−

日時　７月17日㈰　10:00～11:30
（受付9:30～）

場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　理学療法士　平澤小百合さん
　　　（徳島県理学療法士会　理事）
対象　どなたでも
持参物　飲み物、タオル
入場料　無料

問 保健センター（☎22－1590）へ

達者でおろな健康教室

対象　おおむね65歳以上の方
内容　血圧測定、検尿、阿波踊り体操、
　　　講話「お口元気で認知症予防」
講師　歯科衛生士
持参物　健康手帳（無い方は交付します）

７月の日程 場　　　所

  1日㈮ 10:00～11:30 ひ ま わ り 会 館

  5日㈫
10:00～11:30 新 野 公 民 館

13:30～15:00 宝 田 公 民 館

  6日㈬ 10:00～11:30 中野島公民館（上中分館）

11日㈪
10:00～11:30 福井町総合センター

13:30～15:00 長 生 公 民 館

12日㈫ 10:00～11:30 中 林 ふれあい会館

13日㈬
10:00～11:30 那賀川社会福祉会館

13:30～15:00 加茂谷総合センター

22日㈮
10:00～11:30 桑野コミュニティーセンター

13:30～15:00 羽 ノ 浦 公 民 館

25日㈪
10:00～11:30 大 野 老人憩いの家

13:30～15:00 橘 町 総合センター

26日㈫
10:00～11:30 椿 公 民 館

13:30～15:00 椿 泊 老人憩いの家

問 保健センター（☎22－1590）へ

かもだ岬温泉保養センター

問 かもだ岬温泉保養センター
（☎21－3030）へ

【７月の休館日】
4日㈪、11日㈪、19日㈫、25日㈪

広報 あ な ん 2016.07　28



７月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

  7日㈭　七夕飾りに願いを込めて
13日㈬　園庭開放
14日㈭　リトピュアリトミック

※要予約（15組）
21日㈭　おはなしのポケット
　　　　 身体計測
28日㈭　お誕生会

◇毎週火・木曜日（11:00～12:00）
　園庭開放をしています。

にこにこひろば ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日 8:30～12:00
 14:00～15:30

  5日㈫　七夕飾りを作ろう
12日㈫　水遊びをしてみよう
14日㈭　おはなしたんぽぽさんによる読み

聞かせ
19日㈫　おまつりごっこ
21日㈭　子育て講座
26日㈫　お誕生会

ふれあいひろば ☎28−1725

橘こどもセンター　 平日 9:00～14:00

  5日㈫　七夕まつり会
12日㈫　おはなしのポケット
19日㈫　３Ｂ体操
26日㈫　お誕生会

◇ 14日㈭から毎週木曜日にプールをします。
（着替えやタオル等の用意をお願いします。）

なかよしひろば ☎21−2002

平島こどもセンター 平日 9:00～14:00

  1日㈮　「とっさの時の乳幼児の応急手当」
講師：助産師　児島泰代さん

  5日㈫　七夕飾りを作ろう
12日㈫　おはなしを聞こう
15日㈮　水遊び
19日㈫　プール遊び
26日㈫　お誕生会

◇うたって遊ぼう　
　８日㈮、22日㈮、29日㈮

みんなのひろば ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9:00～14:00（お弁当タイム11:45～）

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　13日㈬　桑野公民館
　　　20日㈬　加茂谷公民館
　　　27日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
１日㈮、５日㈫、８日㈮、12日㈫、
15日㈮、19日㈫、29日㈮

問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南

初めて赤ちゃんを育てているお母さん集ま
れ～♪
日時　７月６日㈬、13日㈬、22日㈮ 、
　　　27日㈬
　　　各回 10:00～12:00（4回連続講座）
場所　今津こどもセンター内　
　　　にこにこひろば
対象　講座参加時に生後２カ月～５カ月の

子ども（第１子）とお母さん
（平成28年２月～５月生まれ）

定員　先着15組　
参加費　無料
※要申込み
問 こども課
（☎22－1593・FAX23－4200）へ

親子の絆づくりプログラム
“赤ちゃんがきた！”（BPプログラム）

（※＝要予約）
  1日㈮　高齢者とのふれあい会※
  4日㈪　七夕飾り製作
  7日㈭　七夕まつり※
11日㈪　発育計測・健康相談
14日㈭　乳幼児心肺蘇生法ＡＥＤ講習会
15日㈮　ミュージックケアー乳児※
19日㈫　発育計測
22日㈮　おはなしコロリン
25日㈪　ミュージックケアー幼児※
27日㈬　お誕生会

※行事によっては有料・申込み制となりま
すので、くわしくはお問い合わせください。

問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば 平日 9:00 ～ 16:00

●阿南ファミリー・サポート・センター
　七夕交流会
ママブラスによる演奏、劇「おおきなかぶ」、
じゃんけん大会、七夕かざり体験、お子さ
まにはお土産（先着100人）
日時　７月２日㈯　10:00 ～ 12:00
場所　富岡公民館
※入場無料、申込不要

●ウエルカム阿南交流会
転入者のための交流会です。お友だち作り
や地域の情報交換などができます。保健師
さんによる計測も行っています。
日時　７月21日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館　すこやかルーム

問 阿南ファミリー・サポート・センター
　 （☎24－5550) へ

阿南ファミリー・
サポート・センター

「うちの子は母親の味も知ることなく
大きくなってしまうのだろうか」と茶
化しながらも少し寂しそうに同僚の若
いお母さんが話していました。聞けば

「おばあちゃんの○○が食べたい」と
言った幼いお子さんの一言が、彼女に
は相当応えたとのことでした。
みなさんは思い出に残る「家庭の味」
というと、どのような料理を思い浮か
べるでしょうか。豪華な手の込んだ料
理を思い起こす人もいるかもしれませ
ん。でも、少なくとも私は、とても主
菜にはなりそうにもない地味な手料理
を思い出します。その手料理の味と一
緒に、働く母が忙しい中でも台所に立
って料理を作ってくれていた姿や家族
で食卓を囲んでたわいもない話をした
思い出がよみがえります。
お仕事でお子さんと関わる時間を取り
にくいというおうちの方も多いことで
しょう。お子さんと過ごせる時間が限
られている分、一緒に食事の準備をし
たり、お子さんの話にしっかり耳を傾
け時間をかけて食事をしたりして、そ
のおうちにしかないすてきな思い出の
味を作ってあげてほしいものです。

学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ

−思い出の味−

て ひ ろば育子
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１　
は
じ
め
に

　

人
権
と
は
「
誰
も
が
人
と
し
て
生
き
る

権
利
」「
何
人
に
も
侵
さ
れ
な
い
権
利
」

何
と
も
解
っ
た
よ
う
で
わ
か
り
に
く
い
表

現
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
は
若
く
し
て
人

権
擁
護
の
道
へ
携
わ
り
、
34
年
目
に
な
り

ま
す
。
自
分
を
か
え
た
言
葉
に
「
人
の
世

に
熱
あ
れ
、
人
間
に
光
あ
れ
」
こ
の
言
葉

に
出
会
っ
た
時
か
ら
ほ
か
に
類
を
見
な
い

程
の
感
動
と
感
激
に
身
ぶ
る
い
を
し
、
鳥

肌
が
立
つ
ほ
ど
心
の
底
か
ら
ゆ
さ
ぶ
ら
れ

た
こ
と
を
今
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
う
で
す
、
水
平
社
宣
言
の
一
節
で

す
。
い
わ
れ
の
な
い
差
別
の
中
に
身
を
置

い
て
来
た
人
々
の
思
い
、
泣
き
さ
け
ぶ
心

の
声
を
誰
が
聞
き
届
け
て
く
れ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
こ
の
地
に
命
を
授
か
っ
た
こ
と

阿
南
市
人
権
擁
護
委
員

　

西
尾 

博
幸 

さ
ん

で
、
親
か
ら
子
、
子
か
ら
孫
へ
と
差
別
の
中

に
身
を
置
か
ざ
る
を
得
な
い
。
差
別
さ
れ
続

け
て
い
る
人
々
の
胸
に
寄
り
添
う
た
び
熱
い

思
い
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
す
。
人
権
擁
護
委

員
の
一
人
と
し
て
、
い
い
え
人
間
と
し
て
や

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
の
重
大
さ
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
て
来
ま
し
た
。

２　
や
る
せ
な
い
思
い
の
中
に

　

人
権
教
育
、
同
和
教
育
、
差
別
の
な
い
社

会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
耳
が
痛
く
な
る
ほ
ど

繰
り
返
し
言
わ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。
啓
発

活
動
の
中
で
ど
れ
ほ
ど
市
民
の
意
識
が
変
わ

っ
た
で
し
ょ
う
か
。
人
権
教
育
の
中
で
、
人

権
の
大
切
さ
を
知
り
、
命
の
大
切
さ
を
考
え

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
日
々
マ
ス
コ
ミ
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
高
齢
者
へ
の
虐
待
、

幼
い
子
ど
も
へ
の
い
じ
め
、
命
が
消
え
て
ゆ

く
毎
日
、
少
子
高
齢
化
を
さ
け
び
な
が
ら
も

片
方
で
は
正
反
対
の
こ
と
が
あ
た
か
も
普
通

の
出
来
事
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
が
長
年
か
け
て
人
権

教
育
を
行
っ
て
き
た
結
果
な
の
で
し
ょ
う
か
。

一
人
の
人
間
と
し
て
、
聞
く
た
び
、
見
る
た

び
に
や
る
せ
な
い
悲
し
い
気
持
ち
に
な
る

の
は
自
分
一
人
だ
け
な
の
で
し
ょ
う
か
。

３　
委
員
の
組
織
体
と
し
て
の
活
動

　

委
員
と
し
て
は
、
人
権
啓
発
、
相
談
活

動
、
侵
犯
事
象
の
発
見
等
の
活
動
を
重
点

的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
内
の
活
動

の
一
つ
は
、
子
ど
も
人
権
委
員
会
、
高
齢

者
社
会
福
祉
推
進
委
員
会
、
男
女
共
同
参

画
委
員
会
、
同
和
問
題
委
員
会
と
４
つ
の

委
員
会
を
置
い
て
、
年
間
活
動
計
画
を
作

り
県
連
の
方
針
に
の
っ
と
っ
て
活
動
を
し

て
来
ま
し
た
。
ど
の
問
題
一
つ
を
取
っ
て

も
今
の
社
会
の
中
で
軽
々
に
扱
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
各
委
員
会
に
所
属
し
て
、

委
員
は
一
年
を
通
し
て
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
人
権
委
員
会
で
は
人
権
の
花

運
動
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と

の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
人
権
教
室
、
人
権
作
文
、

人
権
絵
は
が
き
教
室
等
々
の
活
動
を
、
高

齢
者
社
会
福
祉
推
進
委
員
会
で
は
老
健
施

設
等
へ
出
向
い
て
の
相
談
啓
発
活
動
を
、

男
女
共
同
参
画
委
員
会
で
は
、
中
学
校
に

出
向
い
て
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
予
防
啓
発
、
男
性

に
よ
る
料
理
教
室
な
ど
を
、
同
和
問
題
委

員
会
で
は
委
員
の
研
修
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
企
業
へ
出
向
い
て
出
前
講
座
等
を
行

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
へ
の
参
加
、
啓
発
、
県
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン

フ
ェ
ス
タ
等
へ
の
参
加
啓
発
も
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
各
委
員
に
よ
る
特
設
人
権

相
談
所
の
開
設
な
ど
を
全
市
的
に
行
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
相
談

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

４　
今
後
の
活
動

　

地
域
住
民
に
密
着
し
た
活
動
を
通
じ
て
、

生
き
る
こ
と
へ
の
痛
切
な
悩
み
を
か
か
え

て
い
る
人
々
が
い
か
に
多
い
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
人
権
相
談
を
受
け
る

中
で
相
談
者
の
心
の
支
え
に
な
り
た
い
、

少
し
で
も
力
に
な
り
た
い
、
生
き
る
知
恵

の
一
助
に
な
り
た
い
、
そ
ん
な
思
い
の
中

で
た
ど
り
着
い
た
の
が
自
宅
相
談
所
の
開

設
で
し
た
。
わ
ず
か
20
平
方
メ
ー
ト
ル
の

相
談
所
の
中
に
何
時
で
も
気
軽
に
入
れ
る

よ
う
に
机
と
椅
子
を
置
き
、
湯
茶
の
用
意

を
整
え
た
本
当
に
質
素
な
所
で
す
が
、「
人

権
相
談
所
」
の
看
板
を
取
り
付
け
ま
し
た
。

そ
れ
以
後
は
毎
日
の
よ
う
に
相
談
者
が
訪

れ
ま
す
。
１
日
に
２
度
も
話
を
聞
い
て
ほ

し
い
と
訪
ね
る
方
も
あ
り
ま
す
。
相
談
に

来
る
方
は
家
を
出
る
時
か
ら
重
い
重
い
荷

物
を
胸
に
抱
い
て
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。

そ
の
荷
物
の
半
分
で
も
３
分
の
１
で
も
軽

く
し
て
帰
し
て
あ
げ
た
い
。
そ
ん
な
希
望

を
も
ち
な
が
ら
続
け
て
い
ま
す
。
帰
り
際

に「
あ
り
が
と
う
」「
相
談
し
て
良
か
っ
た
」

そ
う
言
わ
れ
る
一
言
が
34
年
人
権
擁
護
に

携
わ
っ
て
来
た
私
の
す
べ
て
を
癒
し
て
く

れ
ま
す
。
か
ら
だ
の
続
く
か
ぎ
り
、
命
の

あ
る
か
ぎ
り
、
地
域
住
民
に
密
着
し
た
人

権
擁
護
活
動
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
人
権
擁
護
委
員
を
顧
み
て
」

　
阿
南
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
花
言
葉

は
、「
光
輝
く
」
で
す
。
人
権
に
つ
い
て

考
え
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ま
さ
に
光
り

輝
く
阿
南
市
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
・
啓
発
コ
ー
ナ
ー
「
ひ
ま
わ

り
」
で
は
、
人
権
に
対
す
る
思
い
を
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

人権教育・啓発コーナー

ひまわり
⒂

問
い
合
わ
せ
は　

　

人
権
・
男
女
参
画
課

　
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ
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日 医療機関名 所在地 問い合わせは
3日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313

10日 宮 本 病 院 羽ノ浦町 ☎44−4343
17日 けんなんメンタルクリニック 日開野町 ☎23−6522
18日 幸 田 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 富 岡 町 ☎24−3387
24日 是 松 医 院 津乃峰町 ☎27−0316
31日 島 内 科 眼 科 医 院 富 岡 町 ☎22−1147

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00〜22：00
市内の医療機関または阿南中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

７月の休日・夜間診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00〜17：00

スポーツ施設７月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 4・11・19・25日
那賀川スポーツセンター 6・13・20・27日
羽ノ浦総合国民体育館 4・11・19・25日
羽ノ浦健康スポーツランド 4・11・19・25日
県南部健康運動公園 5・12・19・26日

７月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●納税相談　第１仮庁舎２階　納税課（☎22−1792）へ

６日㈬、20日㈬　17：15～18：15　第１仮庁舎１階

梅雨もそろそろ明け、本格的な夏がやってきます。夏といえば、海水浴、七夕、夏祭り、花火大会などなど。広報の担当をしていると、
日々の取材で体いっぱいに四季を感じることができます。誌面で季節の息づかいまでもお届けできるよう頑張ります。（谷内）
家庭と仕事を両立できる新しい働き方「テレワーク」。普及に向けて開催されたワークショップでは、子どもたちも一緒に机を囲み、いき
いきとした表情で取り組むママたちの姿が印象的でした。「仕事時間に融通がきく」「社会とのつながりをもてる」「さまざまな世代の方と
交流できる」など参加者には好印象。今後が楽しみです。（林）

編集室の

窓

日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

７月の相談

法律相談（要予約） ７日㈭
時 13:30～16:30　所 第１仮庁舎１階
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談員による行政相談 12日㈫、26日㈫
時 9:30～11:30　所 第１仮庁舎１階
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談 22日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116

消費生活相談 平日開館
時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談 ６日㈬
時 13:30～16:00　所 橘公民館、長生公民館
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談 20日㈬
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談 ４日㈪、11日㈪、25日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談 （要予約）
日 ５・12・19・26日　時 13:00～17:00
日 ８・22日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室相談予約電話　☎22−0361

年金相談（要予約） ７日㈭
時 9:30～15:30　所 市商工業振興センター
予 １カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※８月の相談日はありません。

７月の市税
■固 定 資 産 税（第２期）
■国民健康保険税（第２期）
　納期限は、８月１日㈪です。納め忘れのないようにしましょう。
●市税の口座振替について
軽自動車税と固定資産税（全期）の口座振替済通知書は
すでに郵送しています。市県民税（各期）、固定資産税（各
期）、国民健康保険税の口座振替済通知書は28年度最終
納期後に郵送する予定です。市県民税（全期）の口座振
替済通知書は７月中旬頃に郵送する予定です。

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

日曜相談窓口  31日㈰  8:30～17:00（市役所第１仮庁舎２階納税課）

市税の納付および分納等の納税（納付）相談を受け付けています。
なお、課税の内容についての相談は受け付けておりません。

人口と世帯数

人　口　75,297 人 （＋  5）
（男） 36,428 人 （−  3）
（女） 38,869 人 （＋  8）
世帯数　30,678世帯（＋39）
※平成28年５月末日現在カッコ内は前月対比

選挙人名簿登録者数

登録者数　61,895人
（男） 　29,657人
（女） 　32,238人

※平成28年６月２日現在
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昨
今
の
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
水
産
物
の

消
費
低
迷
や
水
産
資
源
の
減
少
、
長
期
間
に
わ
た

る
燃
油
の
高
騰
、
後
継
者
不
足
な
ど
で
厳
し
く
な

っ
て
い
る
。
こ
の
閉
塞
し
た
状
況
を
打
開
し
よ
う

と
港
ま
ち
椿
泊
町
で
、
魚
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
名
も
、「
漁
ぎ
ょ
魚
ま

つ
り
」。
ハ
モ
や
タ
チ
ウ
オ
を
は
じ
め
魚
種
が
豊

富
で
水
揚
げ
高
が
県
下
一
の
椿
泊
漁
業
協
同
組
合

が
、
新
鮮
な
海
の
幸
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
椿
泊
漁
協

の
荷
捌
き
場
で
開
催
し
、
毎
年
好
評
を
は
く
し
今

回
で
５
回
目
と
な
っ
た
。

　

椿
泊
漁
協
代
表
理
事
組
合
長
の
久
米
順
二
（
60

歳
）
さ
ん
は
、「
魚
文
化
の
普
及
拡
大
に
は
、
生

き
た
魚
を
直
接
見
て
食
べ
て
、
魚
の
本
当
の
お
い
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
一
番
で
す
」
と
話
す
。

　

極
彩
色
の
大
漁
旗
が
飾
ら
れ
た
会
場
に
は
、
開

始
前
か
ら
大
勢
の
親
子
連
れ
な
ど
が
詰
め
か
け
、

活
魚
の
即
売
や
海
の
生
き
物
と
触
れ
合
え
る
「
鮮

魚
の
つ
か
み
ど
り
」、「
タ
ッ
チ
ン
グ
プ
ー
ル
」
な

ど
多
彩
な
催
し
を
楽
し
ん
だ
。「
い
け
す
コ
ー
ナ

ー
」
で
は
、
鯛
や
ハ
マ
チ
、
イ
セ
エ
ビ
、
骨
切
り

さ
れ
た
ハ
モ
、
と
れ
た
て
の
生
し
ら
す
な
ど
が
浜

値
で
販
売
さ
れ
、
訪
れ
た
人
々
は
漁
協
関
係
者
か

ら
料
理
方
法
を
聞
い
た
り
し
て
、
お
目
当
て
の
魚

な
ど
を
買
い
求
め
た
。

　

ま
た
、
漁
協
女
性
部
か
ら
は
天
然
わ
か
め
の
み

そ
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
来
場
者
は
風
味
豊
か
な
海

の
幸
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。
そ
の
他
、
地
元
小
学
校

や
商
店
、
セ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
な
ど
地
域
が
一
体
と
な

っ
た
お
も
て
な
し
に
来
場
者
は
港
ま
ち
の
雰
囲
気

を
堪
能
し
て
い
る
よ
う
す
。
今
年
は
新
た
な
試
み

と
し
て
、
魚
食
普
及
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
椿

地
区
青
年
漁
業
者
グ
ル
ー
プ
「
魚
っ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
，
ｓ

（
う
お
っ
さ
ん
ず
）」
に
よ
る
親
子
魚
料
理
教
室
が

開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
な
が

ら
、
熱
心
に
魚
の
調
理
に
取
り
組
ん
だ
。

　

多
く
の
人
々
に
魚
と
ふ
れ
あ
う
場
を
提
供
し
て

い
る
「
漁
ぎ
ょ
魚
ま
つ
り
」。
魚
文
化
の
普
及
拡

大
へ
つ
な
が
る
突
破
口
に
な
れ
ば
と
願
う
。

■
発
行
／
平
成
28年

（
2016年

）
7月
1日
　【
696号

】
■
編
集
／
阿
南
市
企
画
部
秘
書
広
報
課
　
〒
774 -8501 阿

南
市
富
岡
町
ト
ノ
町
12番

地
3　
☎
0884-22-1110　

e-m
ail : hisho@

city.anan.tokushim
a.jp

■
印
刷
／
米
崎
印
刷
株
式
会
社

阿
南
市
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

地
域

の
話

題
を

い
ち

早
く

チ
ェ

ッ
ク

！
阿
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.city.anan.tokushim

a.jp/
広

報

阿南ぶらりまち紀行
ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜 第120回

“ 海の生き物とふれあう” 鮮魚のつかみどりやタッチングプール

地元わかめ入りのみそ汁が配られた

「魚っＳＵＮ’ｓ」による魚料理教室

漁
ぎょ

ぎょ魚
ぎょ

まつり（椿泊町）
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